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ノ1PZ)ECジ ャー ナ ル

ARPAネ ッ ト ワ ー・・・… ク の 技 術 的 問 題

一ー コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク 講 演 会 か ら一

,

昭和49年1月 中旬,当 財 団 に おい て,米 国 国 防 省ARPA(AdvancedResearchProjectsAgency)

のDr.RobertE.Kahnを 招 き,ARPAネ ッ トワーークを 中 心 と した リ ソー ス ・シ ェ ア リン グ型 コ

ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ムに 関 す るハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア の技 術 的 問 題 に つい ての

講 演 会 を開 催 し た。

この 企 画 は,現 在 当 財 団 で 実 施 中 の コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムの 研 究 開 発 の 一 環 と し

て行 な っ た もの で あ るが,わ が 国 で も最 近,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クに 対 す る関 心 が か な り高 ま

っ てお り,せ っか くの 機 会 を活 か し,こ の 講 義 を限 られ た範 囲 内 で は あ るが 公 開 とす る こ と と した 。

参加 者 は 大学,研 究 機関,電 々公 社,コ ン ピ ュー タ ・メー カー 等 約40名 で,ほ とん どが コ ン ピ ュー タ

・ネ ッ トワー クの専 門家 あ るい は第 一 線 の 担 当技 術 者 で あ った
。 講 師 の 強 い 希 望 と して 出 席 者 数 を25

名 程 度 に お さ えて ほ しい とい う こ とで あ っ たが 反 響 が 多 く,結 果 的 に は か な りオ ー バ して し ま った 。

講 師Dr.RobertE,Kahnは,デ ー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの 専 門 家 で あ り,BTLか ら一 時M

ITに お い て教 鞭 を とっ て い た こ と もあ るが,1966年 よ りBBNに お い てARPAネ ッ トワー クの 設

計 お よ びDistributedComputationの 研 究 を行 な い,ARPAネ ッ トワーークの 建 設 に 貢 献 した 有力

メ ンバ ー の一 人 で あ る こ とは よ く知 られ て い る。1972年 国 防 省 のARPAに 移 り,現 在Directorof

ARPAnetworkの 要 職 に あ る と と もに 国 際 ネ ッ トワー クの 委 員会 の 会 長 で もあ る。

ARPAネ ッ トワ ー ク に関 し て は,す で にか な りの 文 献 が わ が 国 に も紹 介 され て お り,出 席 者 はA

RPAネ ッ トワ ー ク に関 す る一 通 りの 知 識 が あ る こ とを 前 提 と して 講義 は進 め られ た。

約15時 間 にわ た る氏 の 精 力 的 な 講 義 内 容 を 以下 に簡 単 に紹 介 す る。

ARPAネ ッ トワー クの現状および利用状 況

第1図 に1973年9月 現在の ロジカル ・マ ップを示 す。

約40の 国内 ノー ドの他,通 信衛星に よ りHawaii大 学,

London大 学,Norwayの 地 震研究所等 へ も拡張 されて

いる。国内にお いて も利用度が徐 々に増加 し,Illinois大

学 をは じめ,ネ ッ トワー クを通 した りソース ・シ ェア リ

ングの効果 を上げてい るところがかな り多 くな って きて

い るとい う。

とくに,カ リフォルニア地 区 と東部地 区間 では郵便 よ

りもは るかに早い手紙,そ の他 の文書の転送 に大いに役

立 ってい るようである。

ネ ッ トワー クの ス トラクチ ャおよびアーキテクチ ャ

ネ ッ トワークの トポ ロジt・・一を中心にARPAネ ッ トワ

ー クの拡張過程 にお ける問題点の処 理につ き
,具 体的 な

例 によ り説明が あった。ARPAネ ッ トワー クにおいて

はInterfaceMessageProcessor(IMP)を 介 したパケ ッ

ト蓄積交換方法を採用 してい るが,こ れは第2図 に示す

よ うに他の方式 と比較 しで,『伝送遅 れ,コ ス ト共 に非常

にす ぐれてい るか らだ とい うことであ った。

サプネ。トは,㌦ ㍍ 紗 万 ド ☆ ・Σ … 轍 ジ
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下 のパケ 。 ト編 法 数 厨 ・夕

成 され,そ れぞれDr・Robert且Kahn

最 適 ル ー トを通 して送 り出 される。 その際,途 中 の1
ト

MP間 に お ける確認 メッセージACK,再 送 要求,お よ

び発信 ホス トに対す る次の メッセージの発送要求(RF

NM)等 に 関す るコン トロールにつ き詳細な説明が あっ

た。第3図 に これ らのコン トロール ・メ ッセージのや り

と りを示 す。

また,ルPtチ ン グに関 しては,す べてのIMPが ダ イ

ナ ミックに最適ル ー ト・テーブルを更新 し,5251nsご と

一1一
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第1図ARPANETWORK,LOGICALMAP,SEPTEMBER1973
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に そ の 情 報 を 隣 接IMPに 通 知 す る と い う

点 に 特 徴 が あ る。 第2図COSTvs.D肌AY

サ プ ネ ッ トの 信 頼 性 に は 特 別 な 配 慮 が 払
CostPerMegabitFORPOTENTIAL20NODENETWORKDESIGNS

われてお り,た とえば,あ るIMPの プ ロ

グ ラムが破壊 され た場合は 自動的 に他 のI

MPか ら ローディング される機構 があ る。

またBBNの ネ ッ トワー ク ・コン トロール

・セン ター(NCC)に つ いて もその機能

の説明が あった。

フロー ・コン トロールに関 しては大 きな

改良 があ った。

パケ ッ ト交換 の初期 の方法は,プ ロセス

間を結 ぶ1つ のコネ クシ ョンに対 してRF

NMが 返 って くるまで,次 の メ ッセージを

流入 させ ないアルゴ リズムで あった。 これ

.によ りサブネ ッ トにお けるメ ッセージ順序
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INTERCONNECTE

19KBNET

50KB

STAR

NET

函
FULLY

INTERCONNECTED
2.4KBNET

W.U.Broadband
2.4KBDialUp-

-DDD"2KB

DialUp

10

DelayinSecondsforMessageslto10KilobitsLong

・-2一

100

、



,

∫1PDECジ ャー ナル

の保障 お よび輻鞍 を防 ぐことにしていた。

しか しなが ら,特 定のIMPに 対 して メッ

セージが集中 した場合,輻 較が起 きるとと

もに蓄積交換 ロ ックアップお よび メッセー

ジ組み立て ロックア ップが起 こることが判

明 した。

蓄積交換 ロックア ップ とは,互 いに相 手

IMPに 対 してパケ ッ トを送 り出す ためにi

すべ ての バ ッフ ァが 占有 され,相 手か らパ

ケ ッ トを受 け取 る ことがで きない状態をい

う。

メ ッセージ組み立て ロックア ップ とは第

4図 に示 す ように,メ ッセージが複数 パケ

ッ トよ り構成 され る場 合に起 こるものであ

る。 これは,組 み立 て用の バ ッフ ァの取 り

合 いによ り起 こる。

このために,輻 較 をのが れる手段 として

パイプ とい う概念が導入 される とともに,

蓄 積交換 ロックア ップをのがれ るため,パ

第3図ARPANETMESSAGE肌OW
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ケ ッ ト受信用のバ ッフ ァを必ず確保 で きるよ うに した。

また組み立て ロックア ップをのがれ るための 手 段 と し

て,多 重 パケ ッ ト・メ ッセージに対 しては組 み立 て用バ

ッフ ァを最初 に確保 してか らメ ッセージを伝 送す るよ う

に改良 した。

リソースの シ ェア リング

このネ ッ トワー クの特徴 のある リソース ・シ ェア リン

グの例につ き説明があ ったが,そ の 中の1つ として,ネ

ッ ト内のい くっかのPDP-10の ノー ド間で行な われ て

い る リソ・・一・ス ・シ ェア リング ・システムRSEXECが あ

る。 これはTENEXと い う共 通OSの もとでコン トロ

ール されてお り
,ネ ッ トワー クな らでの精巧なハ ー ドウ

ェア,ソ フ トウェアお よび ファイル のシ ェア リングが行

な われてい る。

ハ イ レベル ・プロ トコル

ネ ッ トワー ク利用の ための各種の通信規約 をプ ロ トコ

ル といい,IMP-IMP,IMP-HOST,HOST-HOST等

の い くつかの レベルが存在 するが,対 ユーザのレベ ルの

一3

reassembly

もの としてはハ ・イレベル ・プロ トコルがあ る。 た とえば

TIPか らあるいは あるホス トの端末 か ら他 のホス トの

TSSサ ー ビスを受 け る た め のTELNETプ ロ トコ

ル,フ ァイル伝送の プロ トコル,グ ラフ ィック ・プ ロ ト

コル等 が利 用 されてい るが,よ り広範な アプ リケーシ 。

ンに対 するプ ロ トコル も考慮 されている。 ネ ッ トワー ク

の建 設に関 しては,従 来サブネ ッ トの コン トロールに,

大 きな労力が そそがれて きたが,今 後はハイ レベル ・プ

ロ トコル の設定お よび処理 に関す る問題が よ り重 要視 さ

れるであろ うとの ことで あった。

ネ ッ トワー クの新 しい技術

遠距離の通信には通信衛 星の利 用が きわめて有効で あ

るが,最 近の衛星通信の コン トロール方式 についての説

明が あった。

また新 しいIMPの ハ ー ドウェア として,画 期的な機

能 を持つLockheedSUEの 紹 介 もあ り,と くに興 味深か

ったのは ネ ッ トワー ク同志 を結 合するGatewayの 技 術

の紹介 で,こ れは国際 ネ ッ トワークの委員長であ るDr.

Kahnの 最近 の研究 に よる もの である。
、
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以上の よ うな講義 とは別 にBBNで 作 成 したARPA

ネ ッ トワークの紹介 映画 も上映 された。 この ネ ッ トワー

クの意義,目 的,効 果な どが,う ま くま とめ られてお り

この映画 もDr.Kahnの 演 出 による ものだそ うであ

る。

前述の通 り,今 回の講義はARPAネ ッ トワー クに関

しては,十 分な知識をすでに持 ってい る参加者 を対象 と

して行な った ため,講 師 との質疑応答 を一 つの 目的 とし

て企画 した もので あるが,予 想にたがわず,数 多 くの質

問が提出 され,一 切通訳 なしで 終始 したに もかか わ ら

ず,活 発な質 疑応答が 行な われた。数 多 くの論文で,す

でに既知の問題 も実際 の担 当者 か ら,そ の経緯,体 験等

をま じえて語 られ ることに よ り,よ り立体的知識 として

把握 され る とい う効果 も大 きか った。

なお,Dr.Kahnの 滞 日は僅 か一週間であ ったが,講

義外の時 間で,国 際電 々,通 研,電 総研,東 芝,国 鉄等

を訪 問し,そ れぞれの場所 において も,コ ン ピュータ ・

ネ ッ トワー クに 関 して活発なデ ィス カッシ ョンが行な わ

れ た。

(伊藤哲史 ・開発課)

●
映 画 の ご 案 内

明 日 へ の 健 康 を め ざ し て

一医 療 と 情 報 処 理一

この映画は,本 年度情報化週間の一環 として,監 修

東京女子医科大学付属病院長榊原仔先生のほか多数の

ご協力を得て作成したものです。

内容は保健センター,総 合病院,地 域医療において

コンピュータが どのような役割を果し,活 躍している

かについて,実 情を中心に一般の方にわか りやす く解

説 してあります。

総合保健センターではす ぐれた情報処理能力 と大容

量の記憶能力を持 ったコンピュータが,医 師,看 護婦,

医療技師の良 き助手とな り,血 液,心 電図,肺 機能,

細胞診断さらに問診等十数種におよぶ検査を迅速かつ

正確に,総 合的に行なっている。

総合病院での一連の事務手続 き,診 察予約,診 察券

の発行,診 察結果の記録,患 者の病歴,外 来料金票や

薬引換券等,さ らに心臓手術中患者の動脈搏や心搏数,

血液の循環状態,手 術後の看護(重 症者看護装置－I

CU)等 広範な分野で,コ ンピュ'一夕が医師や看護婦

の良 きアシスタン トとして活躍している。

最後は,将 来の広域医療 への コンピュータの応用

で,僻 地の診療所か ら直接電話回線を使用し,心 臓病

患者のペース ・メーカーのパルス信号や心音を都会の

病院に送信し,専 門医師の検診を受けることができ,

また,遠 隔地の医師はレントゲン検診等に都会の専門

医師と交信しなが ら最新の医学情報や,豊 富な症例等

を通信回線で問合せ これを参考に診断を下せるように

な り,更 に,過 疎地域を訪れるミニコンピュータと最

新の医療機器を装備した移動検診車を紹介する。

フィルムは,16mmカ ラーで映写時間約30分,頒 布

価格70,000円(但 し,賛 助会員60,000円),貸 出制度有

1
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文書情報処理に関する調査研究

この研究については,さ きに 「カタカナ漢字変換の事

例研究」とい うタ イ トル で,昭 和48年1月31日 発行の

「JIPDECジ ャーナル」13号 に,そ の概要を掲載 した

が,今 回は,本 年度進めている 「カタカナ入力漢字かな

湿 り文出力システム」の研究概要を説明する。

このシステムは,日 本語の文章をカタカナけん盤か ら

入力 し,カ タカナ漢字の変換処理,同 音異義語の判別処

理などを行ない,出 力 として編集 されナこ漢字かな湿 り文

を得る日本語情報処理 システムで,現 在その実験システ

ムの開発を進めている。第1図 はこの処理方式の流れを

示す一例である。

このシステムの うち,今 回とくに重視しているのは入

第1図

(例 ・)1原 稿

↓

カシステムで,そ の開発にあたっては次の点に主眼を置

いて研究を進めている。

①入力操作が容易な こと。

②情報の蓄積 と伝送に,既 存のコー ド体系をそのまま適

用できること。

③データ入力者の手元にモニタ出力をプリン トアウトす

るなど,チ ェックや校正が容易な こと。

④ カタカナ入力システムの専門化やモジュール化が可能

なこと,こ れによって高価な出力編集システムに多数

のカタカナ入力システムを容易に連繋 させ,経 済的な

日本語情報処理システムの構成が可能であること。

以下,設 定しナこそれぞれの主眼点について,そ の理由

カタカナ入力漢字かな湿 り文出力方式による実験データの流れ

アメリカ経済は、昨年秋より急激な上昇を続けており、過熱の様相を深めつつある。

カタカナ入力

カタカナ漢字

変 換出力例

※ア メ リカ#ケ イザ イ ハ 、#サ クネ ン#ア キ ヨ リ#キ ュ ウゲ キ ナ#ジ ョウ シ ョウ

オ、'ツ ヅ ケテ オ リ、#カ ネ ツ ノ#ヨ ウ ソ ウ オ 、 フ カ メツ ツア ル.

ア メ リカ経 済 は 、昨 年 ア キ よ り急激 な上 昇 をつ づ け て お り、 カ ネ ツ の 様 相 を ふか め つつ

②あ る
。

(例2) 原 稿 輸 送 業 界 で も、 この と ころ コ ン ピ ュー タ利 用 が活 発化 してい るが 、先 頃 ワ シ ン トンで 、輸 送

デー タ調 整 委 員会 の73年 全国 大 会 が開 か れ た。
■

カタカナ入力 #ユ ソウ#ギ ョウ カ イ デ モ、 コノ トコ ロ※ コ ン ピ ュー タ#リ ヨウ1ガ ・

①

#カ ツ パ ツ カ シテイ ル ガ 、#サ キ ゴ ロ※ ワ シ ン トン デ、#ユ ソ ウ※ デ ー タ.

#チ ョウ セ イ#イ イ ンカ イ ノ73#ネ ン#ゼ ン コク#タ イ カイ ガ ヒラ カ レタ,

の

カタカナ漢字

変 換 出力例
輸 送 業 界 で も、 こ の と ころ コ ン ピ ュー タ利用 が カッ パ ツ カ して い るが 、

③

トンで 、輸 送 デー タ調 整 イ イ ンカ イ の73年 全 国 大 会 が ひ らか れ た。

サキゴロ ワシン

(注 意)● カタカナ入力で,「 ※」は カタカナ ・ファンクシ ョン ・キー,「#」 は漢 字 ファンクシ ョン ・キー

●① は,「 リヨウ」に対 して 「L利 用,2.料,3.9」 な どの ように同音異義語が あるため に 「1」

を選択 した。

●② などの ゴ シック出力は変 換テーブルになか った漢字 を処理 した もの。

-5一
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を説明しよう。

(1)入 力操作

情報量が増大すると,そ れにともな ってコンピュータ

で処理する内容がますます複雑になるのは もちろんのこ

と,デ ータ入力の作業の増大を招 き,キ ーパンチャに過

大の負担がかか っているのが現状である。

一般の日本語情報処理システムを考察してみると,デ

ータ入力の操作を行な う漢字テレタイプのパンチャにと

っては,ま さに非人間的な労力が課せ られているといえ

よう。 日本語には,漢 字 とい う複雑でしかも類似した文

字 パターンが多いという特徴があるので,漢 字配列のけ

ん盤を操作するには気苦労があるうえ,誤 操作(ミ ス・

パンチ)の おそれも多い。

このような入力操作の難点を解消するために,こ れま

でに も漢字を記号化したり,符 号化して入力する方法 も

考えられてはいるが,い ずれもパンチャが,漢 字の字数

に対応する多数の記号や符号を覚えなければな らないと

い う難点がある。英字26文 字の組み合せでカナ文字を表

現するローマ字入力方式でも,日 本語の文章を入力でき

るが,カ ナ文字表現と比 較 す る と,「KA」 の2字 で

「カ」,「KI」 で 「キ」 というように,ロP－ マ字入力

方式はデータ入力の操作回数が多く効率がおちる。

そこで,こ の研究では,カ タカナ入力方式を採用し,

操作者が日本語の文章を読みなが ら,い わゆる自然語に

よる入力を可能 とした。 けん盤は50個 程度となるが,こ

れによってだれでも容易に入力システムを操作できると

い う利点,言 いかえれば,漢 字けん盤入力方 式 の よ う

に,熟 練を要するパンチャを特別に教育する必要がない

という利点が生 じる。

(2)蓄 積と伝送のためのコー ド体系

この入力方式では,英 字,数 字,記 号を含めて,一 般

的な8ビ ット構成によるコー ド体系を採用した。 これに

ょり既存のコー ド体系をそのまま利用で きるように配慮

した。

漢字コー ドは,字 種が多いために一般に12～16ビ ット

構成である。将来漢字コー ドの標準化がなされたとして

も,ビ ット構成の低減は無理である。

カタカナ入力システムか ら漢字かな混 り文出力システ

ムの間で,既 存のコー ド体系がそのまま使用できるとい

うことは,現 用の コンピュー タ ・システムの ハー ドウェ

アや ソフ トウェアを,そ のまま改変 する ことな く利用で

きるので,か な り実 用性 があ る。 まt,8ビ ッ ト構成の

カナコー ドで 日本語の文章 を蓄積 で きる とい うことは,

漢 字 コー ドで蓄積す るよ りもデー タベ ースの管理面 で効

率が よい。 と くに12～16ビ ッ ト構成の漢字 コー ドでは,

6ビ ッ ト×2と か,8ビ ッ ト×2と い うよ うに2バ イ ト

で1文 字 を表現 してい るので,蓄 積 データの管理や メン

テナンスな どに複雑な ソフ トウェアが必要 とな る。

カタカナ入力方式で 日本語 の文章 を蓄積 する とき,カ

タカナの入力 データに,漢 字 出力 のための ファンクシ 。

ン ・コー ドを挿入 して蓄積 してお けば,検 索情報 を漢字

かな湿 り文出力 とカタカナ文 出力 とい った具合 に,必 要

第2図 漢字テレタイプ方式

一{6一

漢字 テ レタイプ

パ ンチ

ソー ス

MT

モ ニ タ出 カ

バ ラ↓削 り

正

T

訂

M

ス

T

－ソ

M

編 集

禁則処理

集

T

編

M

●

s

●



`

∫∫PI)ECジ ャー ナル

第3図 カタカナ入力方式

カ ク カナ 入JJ|。 陪W筏 語

シ ス テ ム ～く,ト

ll」1川'1ぴ 、・1ぱ]1ミ)

カ タ カ

モ ニ タ出 戊(チ ェ ッ ク用)

カタカナ
.←___1

チータ(:,y正)

モニ タ}同 け い ・川
データ 訂正

編集

禁則処理

編 集

チー タ

第4図 カタカナ入力方式による日本語情報処理システムの形成

之

に応じて2と お りの形式で出力 させることも可 能 で あ

る。

まナこ,通 信回線を使 って日本語の文章を伝送する場合

も,漢 字コー ドで行なうよりカタカナ ・コー ドで行な う

ほうが効率がよい。データ伝送の正確 さや速 さという面

ばか りでな く,高 価な漢字かな湿 り文の出力編集システ

ムを共用すれば,漢 字テレタイプのかわりに,既 存のカ

タカナ,英 字,数 字,記 号を備えナこ端末装置だけで,日

本語情報処理システムを構成できる。

(3)入 力情報のチ ェックと訂正

漢字テレタイプから入力した情報を,チ ェックした り

訂正(校 正)す るためには,第2図 のように漢字テレタ

イプの出力テープを漢字出力装置にかけて,モ ニタ用の

ゲラ刷をプリン トアウ トする必要がある。

つま り,漢 字出力装置がデータ入力者の手元にない限

り,ミ ス ・パンチをわか らないまま見過してしま う。ま

た訂正の場合にも,漢 字出力装置を使って訂正処理を行

7

端バ＼

専 門 分 野 別 同音意.～災`、吉テー プ ・レ

(変 換1'一 －t/1し お よ ひ 文`1}ナ"irlと ノ 一 夕)

なわねばならないこともあって,出 力情報の完成にはか

な りの手間と時間がかかる。

これに対 してこのカタカナ入力システムでは,カ タカ

ナの入力データをそのまま汎用プリンタに打ち出す こと

ができるので,デ ータ入力者が操作を行ないなが らチェ

ックと訂正が簡単にで きる。また同音異義語の処理につ

いては,シ ステムの選択指示にしたがってデータ入力者

が直接実行するようにしてある(第3図 参照)。

(4)シ ステムのモジ ュール化

このカタカナ入力システムは,カ タカナけん盤,同 音

異義語表示装置,お よび同音異義語を判別するための制

御装置といった機器で構成される。同音異義語の表示装

置については,入 力システムの適用分野を専門別にモジ

ュール化し,さ らに簡略化することが可能である。

このように業務別,専 門分野別に専用化 されたカタカ

ナ入力システムを数多い適宜の場所に設置し,中 央に設

置した汎用の漢字かな湿 り文出力編集システムと連繋し

てやれば,か な り経済性に富んだ日本語情報処理のネッ

トワーク・システムを形成することができよう(第4図

参照)。

以上,入 力システムに力点を置いて説明しナこが,こ の

研究計画では一応48年 度において実験システムを完成 さ

せ,ひ きつづ き49年度にその実用化研究を行なう予定で

ある。(野 村仙一 ・研究課)
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昭和49年度電子計算機利用に関する技術研究会事業計画

政 岡 輝 夫*

中央省庁に初めて電子計算機が導入 された昭和33年 以

降,そ の保有台数および導入促進はきわめてめざましい

ものがある。 とくに昭和43年8月 の閣議決定に見られる

ように行政を高度化し,合 理化するために電子計算機の

より積極的な導入,利 用の必要性が認められるようにな

ってからは,設 置台数,電 子計算機諸経費および要員数

の進展は顕著な ものがある(第1図 参照)。

導入 された電子計算機の利用方面を見てみると,主 に

定形的業務管理および集計計算業務に利用 され,次 に試

第1図 行政機関における電子計算機利用の推移(昭 和43年～47年)

122台

74.7億

2555人

験研究業務の順に使用 されている。分析業務等の高度利

用はまだあま り行なわれていない。

このように中央省庁における電子計算機の利用技術は

一部を除いてまだ高度化 されておらず
,今 後の大 きな課

題のひとつである。

ところが中央省庁における電子計算機利用の高度化を

推進するうえには,官 庁の業務が政策 目的等複雑な事業

を多角的に取 り扱 う性格上,種 々の問題点がある。

第一の問題点は,ポ テンシャルが概 して低 く,か つ各

省庁間に格差があるとい うことである。す

なわち,現 在各省庁の電子計算機は前述の

(261)よ うに主にルーチン業務に使用 され て お
194億

砥1膨'

171台

(140)

/(
200)

150億

/

/(1群

:133)/

弊/

22)

〔行政管理庁 「行政にお{チる電子計算機利用実態雛 報告書」48年3月 販より〕

*通 商産業省工業技術院総務部総務諫 ・課長補佐

り,政 策の立案や判断業務に積極的に使用

されるまでには至っていない。

次の問題点は,電 子計算機を導入するに

あたっての判断基準な り経済効果な りの検

討が十分になし得ない とい うことである。

第三の問題点は,各 省庁で同じような利

用技術の開発をするために同じような労力

や出費が重複してなされることである。と

くに将来,全 国的なネットワークシステム

が作 られてい く場合,も し各省庁がばらば

らに回線を作るとしたちその重複投資は膨

大な もの となる可能{生がある。

第四の問題点は,デ ータの相互利用や機

器使用の融通が各省庁はおろか,同 一省庁

内です らほとんどできない状況である。

これ らの問題点に対処するため,中 央省

庁に,電 子計算機利用の技術的側面か らみた

●
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諸問題に関する包括的な調査研究体制を確立 させる必要

が生じ,こ のために作 られた機関が電子計算機利用に関

する技術研究会(利 用研)で ある。

利用研は48年8月 の閣議決定の調整段階における各省

庁の意向を受けて,通 産省で43年5月 「利用研の設置に

ついて」の省議決定において,工 業技術院に設置 される

ことにな り,43年6月 に第1回 の会合をもって発足 しt。

現在利用研は27省 庁の参加を得,3分 科会10研 究班を

置 き,約300名 の委員,研 究員より構成 されてお り,多

角的に調査,研 究を行なっている。

その目的 とするものは

①各省庁の電子計算機利用のポテンシャルの向上を図

ること

②新しい技術進歩に対する即応体制を確立させること

③利用技術の開発の重複を排し,効 率的にこれを行な

うこと

④標準化により互換性を確保すること

⑤高度の複合システムを樹立すること

である。

このような目的で設立された利用研はすでに6カ 年を

経過し,様 々の活動を行なってきた。その活動の中心 と

なるのは調査研究と開発研究である。

具体的には,44年 度約1,200万 円,45年 度約2,200万

円,46年 度約3,200万 円,47年 度約4,300万 円,48年 度

約5,300万 円の予算処置を講 じて調査研究および政府省

庁共通ソフ トウェアの開発を行なっている。

調査研究では

①検索技術,入 出力システム等の研究

②電子計算機の使用計画表,プ ログラム説明書管理帳

票の標準化に関する研究

③NIS(NationalInformafionSystem),行 政高度化

のためのネットワークシステム,政 府省庁における

オンラインシステムの考え方等将来の行政情報シス

テム(AIS)の あり方の研究

④政府省庁におけるプログラム集,デ ータ集の作成

⑤オペレーティングシステムに関する現状調査

等のテーマをとりあげ着々とその成果を上げてきた。

第1表 利用研における開発研究成果(昭 和44年 ～48年)

開 発 テ ーー マ 開発年度

人
'狂

情

報

処
理

給 り一計 算 サ ブ シ ステム 44年 度

人事資料作成サゾシステム 45〃

人'1浪 索 サ ブ シス テム 46〃

人'罫計画 サ ブ シ ステ ム 47〃

統
計
情
報
処
理

統計集計川1川1言 語 44∫,

統計解析用i了語 45〃

統 計 デー タ チ ェ ック専・用 言語 46～47〃

統 計 デー タ 出力 サ ブ シス テ ム 48〃

物
品
管
理

物品管理資料作成サブシステム 45～46〃

物品計画サブシステム 47～48〃

O
S オペ レー テ ィン グシス テ ムの 評価 実験 46～47〃

テ㊨コ
ll

タ ド
デー タコ ー ドテ ーブ ル の作 成 48〃

開発研究においては政府省庁共通ソフトウェアの開発

を44年 度より開始し,す でに第1表 のようなシステムの

開発が終了 してお り,こ れらの開発成果はすでに数省庁

において利用に供 されている。

そこで利用研では過去6年 間の事業経過を踏まえ,電

子計算機の技術的進展の動向を把握 し,さ らに利用研組

織を拡充し,継 続テーマの研究および新分野の研究にも

着手しtい 。そして49年度には予算約5,300万 円を計上

し,次 の事業を計画している。

昭和49年 度利用研事業計画

(1)調 査研究活動'

①コンピュータネ ットワーク技術の研究

近年わが国においてもコンピュ一夕ネットワーク
バ

の研究が盛んになってきたが,実 際に異機種のコン

ピュータを接続 して,コ ンピュータネットワークに

関する研究を行なっているところは少ない。

各省庁においてはそれぞれの固有業務に対する最

適機種を採用しているのが現状であるが,デ ータ,

ソフトウェア,コ ン ピュータパワー,技 術力などの

共同利用の必要性が最近高まってきてお り;そ の際

一9-一



∫1PDECジ ャー ナ ル

■ 寄 稿 ■

機種の違いが大 きな障壁 となっている。そこで個々

のシステムの特殊性に干渉す ることな くリソースの

共用を図るため,コ ンピュータネットワーク技術の

調査,研 究を行な うとともに,実 際に異機種のコン

ピュータを連結してシミュレーシ ョンを行な う。

②データの高度利用技術の開発

わが国の情報処理技術の発展の過程を振 り返 って

みると,電 子計算機技術の育成にはかな りの努力が

払われているようであるが,デ ータ開発の技術には

未踏の分野が多く,情 報処理技術の健全な発展にと

って両者の不均衡はひとつの大 きな障害になってい

る。

従来は,デ ータの分析,総 合な どの愚老活動には

人間の鋭い洞察力に頼 らざるを得なか ったが,最 近

の情報理論と計算機技術の進歩により,こ れ らの領

域を計算機が肩替 りしてくれるようになってきた。

そこで利用研ではこれらの技術を効果的に活用する

ためにも,デ ータエコロジー,デ ータアセスメン ト

等の技術的な研究を進めることとする。データエコ

ロジー技術の研究によって,集 積 したデータの深層

に潜む構造情報を引 き出し,そ のデータがもつ巨視

的な構造をデータ自身に語 らせることを可能にし,

さらにデータアセスタン トの研究によって評価とフ

ィー ドバ ックのあ り方を把握する。

③電子計算機および電子計算機処理システムの評価{こ

関する研究

利用研では,46年 度からOS(OperatingSystem)

の評価に関する研究を行なっているが,ζ れらの研

究の範囲を拡大し,電 子計算機処理システムの評価

に関する研究を行な う。

④データコrド に関する研究

電子計算機を利用してい くうえで,デ 三タのコー

ド化は簸 なものである・そこ㌣ 三rデfン グ等

を含むデータコー ドの技術的な研究を行なう。

⑤漢字情報処理に関する研究

わが国においては漢字は切 っても切 り離せない も

のであるが,今 までは入出力機器に適当な ものがな

く,利 用されていなかったが,最 近 これ らの開発 も

進んできたので,漢 字情報のあり方についての研究

を行なう。

⑥ プログラム言語 とプロセッサの研究

各種のプログラム言語の設計,組 立方法等の研究

か ら一歩進んで,言 語設計のあ り方,問 題点等の標

準的な考え方を研究する。

また 「プログラムの労力をいかにして最小にする

か」 とい う基本的な疑問に答えるべ く,プ ログラム

の技術的側面か らの研究 も行なう。

(2)開 発研究活動

①人事オンラ・fンシステム

政府省庁における人事情報処理 システムは,⑧ 給

与計算システム,⑮ 人事資料作成システム,◎ 人事

検索システム,⑥ 人事計画システムへと一連の人事

情報処理システムとして開発が行なわれている。'こ

れら人事情報処理システムにおけるデータの問題を

みると,現 在それぞれのシステムにおいて独 自に作

成 され利用 されているのでファイルが重複 し,効 率

的なシステム運用を妨げる一因ともなっている。そ

こで この人事に関する基本的なデータ,た とえば給

与 データ,経 歴データ,資 格データ等を集中的に蓄

'積管理し
,総 合人事情報処理システムの確立のため

有機的に使用できる 「人事データベースシス,テム」

の開発を行な う必要がある。 さらに現在のところ上

記人事情報処理システムはデータの入力,必 要な結

果表の作成をバッチ処理形態で行な っているので,

人事担当者が簡単に計算機処理を行なって即座に結

果表を得ることが困難である。.,..

この問題は,上 記 「人事データベースシステム」

.の 確立およびオンライン化によ?て 解決で きるもの

と思われる。すなわち人事担当者は,人 事に関する

.情 報を簡単にしかも迅速に作成することが可能とな

り,現 在よりも有効な人事管理および計画の意思決

定を行な うことができる。

②統計データマネジメントシステム

現在の激しい社会清艶 罐 畑 撮しほ 愚昧
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■ 寄 稿 ■

を行なってい くには,統 計データが必要である。し』

かるに官庁の統計は,指 定統計をはじめとして十分

には活用されていない。 このことの原因 を 考 え る

と,③ データが古い(集 計されるのが遅い),⑤ そ

のままの形で利用で きないなどがあげられる。③の

解決には各省庁 とも電子計算機による集計などで解

決をはか っている。⑤の問題の解決には,デ ータベ

ースの確立,加 工処理などが考えられる。

利用研では上記の実状を踏まえ,統 計データマネ

ジメントシステムの開発を行な うこととした。 この

システムは,デ ータベース更新処理,検 索および基

本的加工処理,フ ァイルロギング情報の出力処理を

効率的に行な うものである。

③文字情報処理システム

今日の複i雑な文化,経 済,社 会情勢を反映して文

字情報が量的に増大し,質 的に も高度化,専 門化 し

ている○

これらの情報を総合的に管理運用して情報の高度

利用を図るためには今までの人手による管理体制で

は効果的利用が十分になされない。

そこで文字情報iこついて体系的な管理および情報

検索理論を導入した文字情報検索等を確立すること

によって一貫した文字情報の管理を可能にする。

④データコー ドテーブルの作成

利用研では,'昭和48年 度データコ■一一・ドハン ドブッ
'クの作成を行な

っているが,そ れを一歩進めてデー

タコー ドテーブルを作成する。データコー ドテーブ

ルは,デ ータコ■…一ドに関してJ'ISそ の他で規定さ

れているデータについて,コ ー ドとデータ名 とを対

応づけるもので,こ れを作成 レ各省庁の利用に供す

ることによ・り,各 省庁ごとに作成しているデータコ

ー ドテーブル作成の重複をさけることができる。

(3)'そ の他の活動

①研究成果の普及の強化

研究成果め普及については,利 用研総会,分 科会

等で研究成果を報告し,まt47年 度か らは各省庁の

らとともに関係各省庁 とも緊密な連絡をとりつつ各

省庁に対して利用の促進を図ることとする。

また研究成果の利用および普及は,政 府省庁内に

限られていたが,と くに共通業務のソフトウェアに

ついては都道府県からの利用の申し込みがあり,民

間からも研究成果の問合せがあるので,研 究成果の

普及の範囲を都道府県等まで広げて考えてい くこと

とする。

②海外研修生の派遣

アメリカの電子計算機の利用技術は,わ が国より

はるかに進んでいるのが現状であり,ア メリカに学

ぶ点が数多い。

アメリカ商務省のICST(lnstituteforComputer

SciencesandTechnology)は,各 省庁に対する技

術的援助,ソ フ トウェアの開発,情 報処理関係の標

準化等,電 子計算機利用に関する広範な研究活動を

行なってお り,本 研究会の範 とするところである。

47年 度は,利 用研からICSTヘ ゲス トワーカー

として1名 派遣してその成果を利用研ヘフィー ドバ

ックしてお り,ま た48年度は,ハ ーバー ド大学へ1

名派遣している。

49年度は,ARPANET,MARK皿 などに代表

されるコンピュータネットワーク技術の研究などの

ような最新の技術動向の調査研究の7め1名 派遣す

ることとし,わ が国の政府省庁における電子計算機

の利用技術の向上を図ることとする。

③情報収集および提供活動'

電子計算機に関する利用技術の 発 展 は 目ざまし

く,シ ステム工学,・情報理論等体系だてられている

が,具 体的なシステム開発に伴 うプウハ ウ や情 報

は,そ のプロジェクトだげめ ものであ り広 く流布し

てい.く.のは まれである。

そこでζれらの情報その他電子計算機利用に関す

る文献等を合わせて収集 ・整理し,い つでも見 ら、れ

る状態にすることとする。

また目録等を作成して所在を明 らかにし,各 省庁

研究成果 も含めて研究発表会を行なっているoこ れ … 一・一一の利丹に供守るδ一

一11一
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教 育1

中級情報処理技術者育成指針

わが国の企業 ・官公庁等における情報処理の高度化をすすめるうえで,情 報処理技術者を

育成 ・確保することは,き わめて重要な課題である。そこで,当 財団では,昭 和43年 以来数

年にわたり,情 報処理技術者育成事業の一環として,上 級技術者を対象 とする 「上級情報処

理技術者育成指針」,お よび初級技術者を対象とする 「初級情報処理技術者育成指針」を作

成し,そ れぞれの レベルにおける情報処理技術者の教育目標,あ るいはそれに至るための教

育内容 ・方法などを示してきた。

しかし,情 報処理の分野で,そ の中堅的要員となるべき情報処理技術者(以 下,中 級技術

者 と呼ぶ)を 目指す教育カリキュラムも重要で,こ れの完成によって,は じめて一貫した情

報処理技術者教育のカリキュラム体系が完成できるといえよう。

このような考えにもとづ き,当 財団では,昭 和47年 よ り,「中級情報処理技術者育成指針」

(以下,中 級育成指針 と呼※)の 作成に着手し,現 在各界の多数の専門家の協力を得てこれ

を作成中である。以下にその概要を紹介するが,詳 細については6月 頃完成し一般に頒布す

る予定の中級育成指針を参照 していただければ幸いである。

●

ト‖

∨5

こ
り

畦

・

1.中 級育成指針のねらい

中級情報処理技術者を目ざす情報処理技術の教育は,

各種民間企業や官公庁などにおける,い わゆる企業内教

育として,あ るいは各種の民間養成機関などにおいて,

それぞれ独 自に行なわれている。

こうした教育のための標準的カリキュラムを示し,情

報処理技術者の養成を効果的に推進することが,中 級育

成指針の狙いである。

2.中 級育成指針の対象

初級育成指針に もとつ く教科履修後(ま たは,こ れと

同程度の情報処理の知識を習得しt後),1年 程度の情

報処理に関する実務経験をもち,か つ大学教養課程修了

第1図 育 成 指 針 の 体 系

醐ち 上級育成指針 器 劃叩
マ 畝 が.

1コ ー ス別

専門科 目
中級育成指針

中級技術者

1錨 経験2緯 度1

.`

1共 通的

基礎科目 巨鮒 鞭理技縫縮1

、

初級育成指針

A

初級技術者

匿 経験1年 願1

極 撒 理捕者鯖1
科高校

2年 の学力

程度の一般的学力 を有する者を対象 とする。

3.中 級育成指針の目標

企業内において,情 報処理関係部門の中堅 要 員 と し

て,業 務を推進し得る中級情報処理技術者(た とえば,

上級プログラマー,上 級オペレーター,シ ステム ・エン

ジニアな ど)を 育成する。

この技術者は,情報処理に関する必要な技術のほかに,

主につぎのような能力 も兼ね備えることが望ましい。

ω 比較的小人数か ら成 る作業グループにおいて,グ ル

ープとしての業績向上に貢献するような
,管 理,統 率

の能力。

② 初歩の技術者に対し,必 要な情報処理技術を,効 果

的に教育できる能力。

4.中 級育成指針の構成

ω 中級育成指針の位置

づけ

すでに作成した 「上級育

成指針」,お よび 「初級育

成指針」 との関係を図示す

ると第1図 のように考えら

れよう。

s
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② 中級技術者の業務分担

企業等においては,初 級,中 級および上級の各技術者

の分担すべ き業務が必ずしも明確にな っていないが,こ

の指針では,第1表 のような業務分担を想定している。

{3}中 級技術者の職務内容

中級技術者の職務内容 も現実には極めて多岐にわたっ

ているため,こ れをことごとく中級育成指針に対応 させ

るには困難な問題が多い。 したがって,こ の指針では,

第1表 中級技術者の分担する業務

業 務 の 分 担

上級技術者 ・シス テ ムの 分析 ,調 査,計 画,開 発

・手法の評価,選 択

・新機種導入,シ ステム改善など

中級技術者 ・上級技術者の指導の下で上記業務を部分的
に分担
・サ ブ シス テ ムの 開 発,シ ス テ ムの メ ン テナ

ンス(日 常業務),初 級技術者の技術指導,
プログラムの作成と工程管理など

初級技術者 ・中級技術者の指導の下で,補 助者として上
記業務を部分的に分担
・プログラムの作成(適 当な技術 指 導 の下

で,独 力で作業)な ど

カリキュラム作成の便宜上,と りあえず 第2表 の ご と

く,三 つに分類したコースを設定することとした。

5.中 級育成指針の構成内容

構成内容は大 きく二つに分れている。 第1部 総 論 で

は、この指針の利用者に対するガイダンス的な事柄をま

とめてある(第3表 参照)

第3表 中級育成指針 「総論」

1.情 報処理技術者の育成

1.1現 状 と今後の問題点

1.2技 術者育成のシステム

1.3教 育上の質的向上

2.中 級情報処理技術者育成指針の位置づけ

2.1中 級情報処理技術者育成指針の対象者

2.2情 報処理技術者に期待される資質

2.3中 級情報処理技術者育成指針の目標,水 準

2.4教 師 となる人に望ましい資質

3.カ リキュラムの編成

3.1指 導内容

3、2教 育の性格

3.3コ ースの選定

3,4カ リキュラムの編成例

4.学 習指導計画と指導法

4.1学 習指導計画

4.2学 習指導法

第2表 中級技術者の職務からみたコースの分類

コ ー スA コ ー スB コ ー スC

企業におけるコンピュータ利 この コー ス は コ ン ピ ュー タに このコースは前二者に較べるとハー ドウェアおよびOS
コ
用の効果を更に高めるために より企業内の事務ないし管理 に最 も近 く,情 報処理 システムをハー ドウェアおよびO

1 各種の手法を用いて,予 測や 業務を迅速,正 確かつ円滑に S面 から効果的に稼働させるための業務(計 算機の機器

ス 最適化が行なわれるようにな 行な うためのシステム開発な 構成やOSな どの評価,選 択,大 容量ファイルの設計障

の
ってきた。このコースは,こ

のような手法を用いて問題を

どを主として担当する者のた

めのものである。

善時の対策など)や リアルタイム ・システムなどの高度

のプログラム技法を必要 とするソフ トウェアの作成など

性 解 く(計 算機を利用して)業 を主として担当する者のための ものである。

格 務などを主として担当する者

のためのものである。
、

・情報処理の各分野について ・情報処理の各分野について ・情報処理の各分野について基礎的な知識,技 能をもつ

コ 基礎的な知識,技 術をもつ 基礎的な知識,技 能をもつ ・ス タ ック処 理,リ ス ト処 理,表 操 作 な どの プ ログ ラム

ー

ス

修

・数理計画法 ・シ ミュレーシ

ョン,統 計,ネ ットワーク

技法,科 学技術計算等の各

種手法に関する知識を有し

・システムの分析
,調 査,設

計などの業務は,上 級技術

者 とともにその一部を分担

し,業 務を遂行することが

技法,フ ァイルの編成,ア クセス法などに関する高度

な知識を有し,各 種の要求,制 度(処 理速度,記 憶容

量,入 出力装置の台数/種 類など)を 満足するプログ

ラムを作成できる。,

,了
'

者

それらの手法を適宜使って

問題を解 くことができる。

で きる。
・サ ブ シ ス テ ム(数 十 人 月 で

・処理効率を評価の基準として計算機の機器構成,OS
・ソフ トウェアの評価ができる。

の

目

・社会事象,経 済事象を分析

し,モ デル化するな どの業

務は,上 級技術者 とともに

作成できるシステム)に つ

いては,数 名の部下を指揮

して,シ ステム分析一設計

・OSの シス テ ム ・ジ ェ ネ レー シ ョン,企 業 の 目的 に あ

っ たOSの 改 造,ア カ ウ ンテ ィング ・ル ー チ ンを作 成

す る こ とが で き る。

標 その一部を分担し,業 務を 一作成一運用までの業務を ・OSに 関 す る高 度 の 知 識 を有 し,オ ン ライ ン ・シス テ

遂行することがで きる。 遂行することができる。 ムのプログラムの設計,作 成ができる。

通処試の
産理験関 特種情報処理技術者試験へ向 特種情報処理技術者試験に向 第1種 情報処理技術者試験に向かうもの ・

省技制連
情術度
報者 と

か うもの かうもの

、

一.一
、
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第2部 各論では具体的なカリキュラム内容を示してい

るが,ま ず中級技術者 として修得すべき教科を基礎科目

群と専門科目群に分け,前 者には各コース共通必須科目

として15の科目を,また,後者には各コースによって選択

できるよう16の科目を設定してある。第4表 はこれらの

第4表 中級育成指針各コースの風習科目と履習時間数

科 目
Aコ ー ス Bコ ー ス Cコ ー ス

時 間 数 時 間 数 時 間数

基

礎

編

.

情報処理概論 20 、 、

ハ ー ドウ エア(1) 50

ソ フ トウ ェア 50

コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム 30

プ ロ グラ ミン グ言 語

(一 言 語 を選 択)

FORTRAN 30十30

COBOL 30十30 一 と ・

A

>.

共

通

A・

と ・
レ

共

通1

プ ロ グラム設 計(1) 60十30

シス テ ム分 析 ・設計(1) 60

機械室の運用管理 10

ソ フ トウ ェア の生産 管 理 /0

システム概論 30

経営科学(1) 20

情報処理用数学 30十10

経営実務 60

コ ミュニケ ー シ ョン技 法 15

基礎科目小計 545・ 545 545

専

5

.

編

数値計算法 60十30

経営科学(ロ) 60十10

シ ミュ レー シ ョン(貫 語 実 習 は1言 語 を選 択) 60十30

統計解析 60十30

コ ン'ト ロ ー ル ・ シ ス テ ム 60

シス テ ム分 析 ・設 計(II) 60十30 60十50

コンビ聖一タ尊人計画 60'

経 営情 報.F
,'■

40十40
'デ
ー タ ・ベ ー ス(仮 称)'9' 60十30 40十20 .

データ通信システム 60 60

ハ ー ドウ エア(皿)
∨ ▼

40+20

オペ レー テ ィン グ ・シス テム(仮 称) ・

'70

言語プロセッサ
"40十20

ア セ ンブ ラ ・ )㎡; 、⑭ 十60}.

プログラム設計(H)・ ,.噛40十50

汎 用 プ ログ ラ ム ・ペ ッケー ジ' 10 一上 穎ヴ 、 10

専門科目小計 蝋)/鱈o麟]
・

嚢縦 ぷ ピ:
、.「謬v 写 欝繭0)

合 計
▲、

.985/鰯' 鶯 口 ーへ.
＼

gi掲(1135)

,(注)「+ユ の後⑳時 間数 は実 習嵐左 娃速習..～ 、, .一},^←.・-w'L「-一 ・".・r'一'の 一""

科 目名と履習時間数を示したものである。カリキュラム

内容 としては,各 科日ごとにまず 「教育 目標」 と 「その

科 目での履習時間配分表(章 単位)」 を掲げ,各 車 ごと

に 「目標」 「教えるべ き用語」 「内容」 「指導上の留意

点」 「参考文献(教師用)」 の順で内容を展開している。

6.お わ りに

初めに述べたよ

うに,こ の育成指

針が一般に頒布さ

れるのは6月 頃 と

なる予 定 で あ る

が,で きるだけ多

くの企業 ・官公庁.

等 において,情 報

処理技術者の育成

に役立てていただ

きたいと念願して

いる。 さらに,当

財団では今後 とも

これの効果的利活

用のための研究会

等を設 け,他 の育

成指針 と あ わせ

て,一 層の普及を

はか りたいと考え

ているので,そ の

際には利用者の方

方 のご協力を切に

お願いする次第で

ある。

(岩崎有二 ・教育課)

' 一 鱗 憾 ㌧ ・

　ンヘ へ

文・'

毒 』 ∫三 遍 騨.㌻ ・蒙:=

遜麟鑑識謹 慧露盤 鑑識総

/㌦、 ± 、

∨

・、

一

・

一↑一
'

一
■

⑱

竺:二無

●

⑯

"」巨〉

1
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初級情報処理技術者育成のための実験教育

一 初級テキス トの効果的利用を目指 して一

●

当財団では,さ きに,い わゆる初級情報処理技術者を対象 として,修 得すべ き共通的基本

的事項,わ が国における初級技術者の位置づけ,こ れの教育目標 ・方法 ・カリキュラム編成

等について標準的な指針を示すとともに,そ の指針に準拠した教科書を作成した。これ らは,

日刊工業新聞社から 「初級情報処理技術者育成指針」および 「情報処理技術者初級用テキス

ト(1,皿,皿 の三巻)」 として発刊され,企 業等における要員教育に利用されている。さ

らに当財団ではこれらの教材がなお一層広 く関係各方面 ζ利用されるナこめに,大 いに,努 力

を払 うこともまた重要な使命と考えている。

そこで,こ れら教材の効果的利用についての調査 ・研究を行ない,そ の成果を公表して,

すでに教材を利用している方々ならびに今後利用せん とする方々に役立つ具体的な資料を提

供することとした。

以下}ご,今 回はこの調査 ・研究に関して,単 にその実施状況のみをご紹介することとする

が,そ の成果については,現 在 「初級情報処理技術者教育調査研究報告書」 としてとりまと

め中であり,本 年6月 頃に発表を予定しているので,こ れをご利用いただければ幸いである。

1

1

1調 査 ・研究 のすすめ方

まず,現 在コンピュータ ・メーカーおよびユーザの第

一線で活躍申の情報処理教育担当者,な らびにこの教材

を実際に企業で使用している関係者の方々,初 級情報処

理技術者教育調査研究委員会構成メンバーのご参加を得

てこれ らの方々の体験に基づく具体的な諸問題について

委 員長 大日方 真 日本 コンピュータ㈱

委 員 海老沢成享 鹿島建設㈱

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

江村 潤 朗 日本 アイ ・ピー ・エム㈱

掛井

鈴木.

幹雄 日本竜手工学院

昇 都立荒川商業高校

田中 明 東京理工専門学校

寺島 正朝 都立商業教育共同実習所

中村

山川

茂 ㈱日立製作所

雅基 ㈱日本ビジネスコンサルタント

山田 晃 日本電気㈱

討議を行なった。さらに,討 論の結果を実証するため,

かつ,教 材の効果的利用方法についての具体例を引出す

ための手段 として,実 際に生徒を集めて,い わば 「実験

教育」を実施することとした。(敬 称略)

9実 験教育

上述の目的のためには,こ の実験は企業等の教育環境

の実態に合わせた条件のもとで実施する必要がある。そ

こで,各 種の制約か ら必ずしも岡三条件とは言えないま

でも,い ろいろ工夫をこらし,で きる限 り条件を近づけ

る努力をした。

まずテキス トとしては,前 述の 「初級 テキス ト(1),

基礎 と応用」および 「同(ll);FORTRAN」 の2冊 を

使用することとし,実 験教育を 「基礎と応用コース」お

よび 「FORTRAN実 習コース」の2本 立を採用しt。

各コースごとの実施準備および実施状況は以下のとお り

である。

1.基 礎と応用コース

{1}コ ースのね らい

コンピュータのバー 民ウ土ア,ソ フ トウェアおよび

一15-一
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両者の有機的連けいについての基礎を習得 させ る。

② 受講者の選定

コンピュータについての知識 ・経験のない者,あ る

いは多少の知識はあるがこれを整理 してみたいと考え

ている者を基準として,応 募者の中から35名の受講者

を選定した。内訳は大学生(男女,主 として教養課程)

と会社員がほぼ半数ずつである。

(3)期 間(教 育時間と時間帯)と 教育内容

回数
一 一

…

月 日1内 容
}一

|

方当

48年
コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ドウ ェ ア i

1 10.5 講 義

協 ξまCタ ●システム)

コ ン ピ ュー タ の ハ ー ドウ ェ ア

2 10.9 〃

(入出力装置)

コ ン ピ ュー タ の ハ ー ドウ ェ ア

3 10.12 〃

(記憶装置)

コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド ウ ェ ア

4 10.16 〃

(演算,制 御装置)

機械操作実習
講 義

5 10.19 実 習
(ハ ー ドウェアのま とめ) テ ス ト

プログラムの あらまし

6 10.23 講 義
(プ ログラム記憶方式)

プ ログラムの あらまし

7 1α26 〃

(機械語)

プ ログラムの あらま し

8 10.30 〃

(プ ログラ ミングの仕方) .

9 11.1

プログラムのあぽ し
、

㊨グ瀦 ㌶

譲 義

総合デス ト

(注1)教 育内容としては初級テキス ト(1)の 中か ら時間配

分を考慮し,基 本的部分のみを取上げ憤二。

(注2)毎 週,原 則として爽5金 の2'日 とし,1日 の教育時

間は3時 間,時 間帯は,18茎00～21:00。

{4}学 習指導案の作成

このコースの教育内容は前表のとお り,ハ ー ドウェ

アおよびソフ トウェアの二つのモジュールからなって

いるが,あ らか じめそれぞれについて,1日3時 間の

教育内容ごとに,10～30分 きざみの詳細な学習指導案

を作成した。

㈲ 補助教材 ・教具の作成

補助教材 としてはテス ト問題集のほかはとくに準備

しなかった。また,教 具 としては主にOHPを 使用す

ることとし,テ キス トに合わせた原図を作成した。 こ

れにより黒板の使用 とO且Pの 使用による効果との比

較検討を行なうこととした。

㈲ 当日の運営

講義は,ス クール形式により実施,講 師は常時2名

とし,主 講師は先に作成した学習指導案により講義を

進めた。一方副講師は主講師の講義状況 と受講者の反

応等を教育日誌に記録 し,こ れを,後 日の効果測定の

基礎データとするとともに,次 回講師への引継資料 と

した。

{7)効 果測定

毎回講習が終了後,当 日の講義内容 ・方法などに関

するアンケー ト調査を実施するとともに主講師,副 講

師などによりその日の評価を行なった。

またコースの最終日には全講師と全生徒による意見

交換会を実施し,効 果測定のための貴重なデータを収

集した。

(8)そ の他

このコースへの出席率が80%以 上であったβ0名の受

講者に修了証書を授与した。

担当講師は計4名 であった。

2.FORTRAN実 習コース

{1)コ ー スのね らい 二

実際にプログラぐ灘 を行なわせなが ら,

FORTRAN"蹴 繊 噌 得 させる。

② 受講者の選定糎 興 ㍗:も』

このコ願ス1餐購 に コンピュータの基礎知識はあ

二鱒織 然㌫驚 ㌶
一歳 躍 誉者"名,他 からの新規参加者6名 である。

Ptr16Pt
、

山こ

㌶i・

。遺 言

6
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{3)期 間(教 育時間と時間帯)と 教育内容

回数
一

1

2

月 日 内 容 方 法

1
11.9

四 則 演 算

(2数 の差,売 上金の計算)

講 義

VTR

11.13
判定と繰 り返し{1}

(収支の計算)

講 義

VTR

3
1
11.16

判 定 と繰 り返 し{2}

1ヨat届咽 △ 一 色 彩 、

講 義

VTR

(郵便料金,三 角形の形状の判定)
演 習

4 機械実習(デ バ ッグ)

機械操作

実習デバ

ッグ

実 数 計 算 ω

(ボーナスの支給額計算)

講 義

VTR

711.30

実 数 計 算 ② 講 義

(成長曲線,2次 方程式の根)VTR

1～6ま でのま とめ

(テ キス ト利用)

講 義

8

9

講 義

(雑 雰黍9縫 偏差の計)VTR

1012.11

8,9の まとめと補講

効果測定会

講 義

VTR

講 義

(4)学 習指導案の作成

このコースでは演習.(実 習)に 重点を置くこととし

i7tめ,各 回ごとに講義1時 間,演 習(与 えられた問

題のプログラミング)2時 間の時間配分で実施した。

また,講 師による講義に代えて,か な りの部分につい

てNHK「 コンピュータ講座－FORTRAN」 のVT

Rを 利用したため,1日3時 間のタイムスケジュール

を含む詳細な学習指導案が作成できた。

㈲ 補助教材 ・教具の作成

教育を効果的に進めるため,前 述のVTR,掛 図,

OHPな どの視聴覚機材を使用することとして,各 種

の原図を作成した。また,VTRの 内容 と初級テキス

トの内容に有機性を持たせるため,補 助教材 としての

副読本 も作成した。

さらに,演 習問題の機械処理に際しては,当 財団で

開発 しナこパンチレスシステム(FORTRANMARK

CARDSYSTEM)を 採用,こ れによってコーディン

グ,デ バ ッグのターンアラウン ドタイムの短縮をはか

った。

⑥ 当日の運営

VTR(受 像機は3台)を 使用する関係上,ス クール

形式が とれず,教 室内の生徒の配置を3ブ ロックに分

けたため,全 員を対象とする講師の補講には多少難点

があった。教育日誌への記録は 「基礎 と応用コース」

の場合 と同様であるが,こ のコースには,VTR使 用

と演習があったため,機 械操作者および演習指導者を

あわせて主部講師のほかに最低3名 のインス トラクタ

ーを常駐 させた。

{7}効 果測定

毎回講習が終わった後,当 日の講義内容,方 法(と

くにVTRの 使用)な どに関するアンケー ト調査を実

施するとともに,主 講師,副 講師などによりその 日の

評価を行なった。また,コ ースの最終 日には全講師 と

全生徒による意見交換会を実施し,効 果測定のための

貴重なデータを収集した。

⑧ その他

このコースへの出席率が80%以 上1'あ った31名 の受

講者に修了証書を授与した。

担当講師は計6名 である。

(菊池隆昭 ・教育課)

一17一
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標 準 化

デー タコー ド標準化 に関す る調査研究
ー
および工業標準原案の作成

当財団では,昭 和44年 以来 「情報処理普及促進のtめ の標準化に関する事業」の一還とし

て,各 種データコードの標準化のための調査研究およびJIS原 案 の作成を毎年実施してい

る。昭和48年 度は通商産業省工業技術院から委託を受け,「 地 目コーードおよび地域メッシュ

コー ドのJIS原 案」の作成を行なっている。

地 目コー ドおよび地域 メッシュコー ドについては,昭 和46年 度 において,当 財団の自主事

業 として標準化のための体系調査を実施した。この調査は,主 としてコー ド利用の実態調査

を主眼にしtg9本 的問題の網羅的調査である。この調査結果を基礎にして,昭 和48年 度にお

いては,地 域メッシュについてJIS牝 の見通しを得て,そ れぞれの原案を作成し,ほ ぼ完

了に至っfこ。 "

1
1

1.こ こでいう 「地目」 とは,不 動産登記法上の土地の

用途区分であり,本 来は現況用途区分を示す ものとして

定められたものである。登記 された土地には,一 筆 ごと

に必ず用途区分 として 「地目」が与えられるので,「 地

目」は,土 地の基本的な分類として最適の ものとい うこ

とができよう。したがって,不 動産登記法による分類を

「地 目コー ド」 として,標 準コー ドを設定することによ

って,現 在以上に広 く,い ろいろのアプリケーションに

使用 されるようになろ うし,ま た現実的にも,使 用で き

る範囲においては,で きるだけ,こ の地目コー ドを使用

することが望ましい。

しかし,不 動産登記法上の地 目は,土 地における用途

区分の一種であって,各 アプリケーションにおいては,

目的の相違によりファイルの中味に・も違いがあ り,用 途

区分にも差異があるので,現 況用途区分 として地目コー

ドだけでは,必 ずしも,す べてのアプリケーシ 白ジを★

バーする宅とは難しい。したがっで鹸 斑よち,用 途区

分 として別のコー ドを設定することも繍 冶鞄;転☆

そこで今回取 り上げた地 目を示すコー ドは,繰 か ら

不動産取引上や行政における土地情報の一部 として,幅

広 く使用 されてきたが,官 庁.企 業等では,そ れぞれ独

自の ものが用い られているの℃ 情報交換 と共同利用は

ほとんど不可能な状態におかれてひた。

一方,近 年における地目をめぐる種々の業務処理活動

ご 忠

5

も活発とな り,幅 広い情報交換,情 報の共同利用を望む

声が急速に高まってきてお り,こ れらの声に応え,か つ

電子計算機システムの効率をさらに高め,ま たは,そ の

管理 ・計画などに用いる情報の信頼性を高めるうえで,

早急に全国的に統一性を持たせることが必要であるとの

観点から,今 回JISを 制定する運 びとなった。

地目コー ドJIS原 案の作成のkめ に,現 在および将

来想定される利用実態を勘案 し,理 想的なコー ド体系の

編成を考慮し,そ の手掛か りを得るために土地の用途区

分を示す法令を参照 した結果,そ れ らは極めて多種多様

であることが明らかとなった。

したがって,基 本的な土地の用途分類に用いられてい

る不動産登記法施行令第3条 に掲げる地目について検討

し,さ らに,不 動産登記事務取扱手続準則第106条 の う

ち学校用地 ・鉄道用地について も,あ わせてコー ド化す

る乞と}乙1レだぎ'＼

コー ドについては,不 動産囎 随 の立揚力》ら地目を考

慮候 鱒 燐 螂 螂 磯 礫 轡 蹄 擬 す

廟 醗 繕 磯 .翻 轟 翰 違 無 窮の内容に

合わせてユ幽ザ=,'使 用することができるよ

うに配慮したざ地目のコー ド化紅当たらて,名 称の短縮

イヒ,序列,新 名称の追加等を考慮し,さ らにコード体系

について,小 分類コー ドでは,け 淀合わせに"e"'を 使

用 してい る。
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以上のように,地 目コー ドは不動産登記制度における

地目を基礎としてコー ド化したものであるが,そ の使用

範囲は,必 ず しも登記簿上における地目の表 示 な い し

は,そ れを引用する情報での使用のみを想定しているも

のではない。すなわち,個 々の地目を示す用語の意味に

ついては,不 動産登記制度上の約束に従 うとい うだけの

ことであって,土 地の用途区分を示す必要がある場合に

は,で きるだけ広範囲にわたって,こ のコー ドを使用す

ることを期待するものである。

以下,参 考までに,地 目コー ドの使用例を掲載する。

国表中,ゴ シック体はJISコ ー ド原案,明 朝体は応用

例 として追加した ものである。

地 目 コ ド の 使 用 例

吉鱒1坐 剤 轡 地 目 名

1 10 宅 地

11 農家敷地

12 工家敷地

13 商家敷地

14 単独住宅敷地

15 共同住宅敷地

20 鉱業事業所敷地

21 工業事業所敷地

22 店舗 ・営業所敷地

23 倉庫敷地

24 研究所敷地

25 事務所敷地

26 その他建物敷地

3 30 田

31 普通田

311 一毛作

312 二毛作

32 特殊田

4 40 畑

41 普通畑

42 樹園地

421 果樹園

422 茶 園

423 桑 園

424 その他の樹園
43

牧草地

5 50 牧場 ・原野

51 牧場

52 原野1
521 採草放牧地

522 その他の原野

6 60 山 林

61 山林(保 安林を除 く)

611 天然林

612 人工林

613 その他の林地

62 保安林

621 天然林

622 人工林

623 その他の林地

7 70 池沼 ・水路等

71 池沼

72 ため池

73 運河用地

74 水道用地

75 用悪水路

76 堤

77 井溝

78 鉱泉地

79 塩田

8 80 道路 ・公園等

81 公衆用道路

82 公園

83 境内地

84 墓地

9 90 雑種地

91 鉄道用地

92 学校用地

99 その他の用地

991 ゴルフ場

992 保安空地

993 干拓 ・埋立地

拠 廃道敷

995 廃川敷

996 河川敷
`

2.一 般に 「地域メッシュ」は,地 域に関する情報を表

示するための単位として,全 国の地域を対象に,地 理学

的経緯度に基づいて設定した正方形に近い小 区 画 を い

う。また,「 地域メッシュ」は,基 準地域メッシュ,基

準地域 メッシュを分割した分割地域メッシュおよび基準

地域 メッシュを統合しt統 合地域メッシュの3種 類 とな
、

、、
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っている。

地域 メッシ ュおよび地域 メ ッシュコー ドは,統 計 調

査,市 場調査,経 済分析,地 域計画,需 要予測,設 備投

資計画な どに幅広 く使用 され て きたが,官 庁の統 計調査

の分野(行 政管理庁 にお いて,「 統計に用い る標準 地域

メッシュおよび標準地域 メ ッシ ュ ・コー ド」 として統一

してい る),も し くは大企業の一部において,部 分 的に

統一 されてい るだけで,全 国的にみ ると統 一性 に欠 け,

情報の交換および相互利用とい う点では非常に不便な状

態におかれている。

従来か ら国際的に使用されている方法,一 地方に限定

して利用する場合に便利な方法,全 国統一した地域区分

で利用するのに適した方法とそれぞれ一長一短 が あ る

が,国 家規格 としていずれを採用するか,ま た,ユ ーザ

の混乱を最小限にし,使 用上のメリットを最大にするこ

とができるとい う慎重に審議した。

第1図 第1次 地 域 区 画
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地理学では,地 域を幾つかのメッシュに分けてメッシ

ュごとのデータを集めたり,そ の地域に関連する事象を

計測する方法 「メッシュ法」または 「方眼法」 と呼び,

1930年 ごろか ら用いられている。 この方法を用いること

によって,特 定地域をす き間な く,一 定間隔の縦線 と横

線で区画し,等 形,等 積の小地域単位にデータが表章 さ

れれば,地 域の実態をより詳細に,か つ同一の基準で,

は撮することができるわけである。そこで,都 市計画や

地域開発計画などの分野でも,こ のメッシュ法が注目さ

れ,デ ータの集計や整理などに用いられてきている。 こ

のよう,こ の手法がいろいろの分野で幅広 く応用 され始

めている。

{1}基 準地域メッシュ 基準地域メッシュは,次 に定め

る方法により作成する。'

① 全国の地域を1度C"と の経線並びに偶数緯度およ

びその間隔を3等 分した緯度における緯線 とによっ

て分割して第1次 地域区画(20万 分の1,地 形図の

区画に相当する区域)を 作 る。(第1図 参照)

② 第1次 地域区画を経線方向および緯線方向に8等

分しで第2次 地域区画(2万5千 分の1,地 形図の

区画に相当する区域)を 作る。(第2図 参照)

③ 第2次 地域区画を経緯方向および緯線方向に10等

...一分して第3次 地域区画(約1平 方キロメー トル区画

に相当する区域)を 作 り,こ れを基準地域メッシュ

とする。(第3図 参照)

{2}分 割地域メッシュ 分割地域メッシュは,辺 の長さ

が基準地域 メッシュの2分 の1地 域ンッシュ(以 下,

2分 の1地 域)ッ シYhとい う),4分 の1の 地域メッシ

ュ(以下,4分 の1の 地域メッシュという)および8分

節1表 『'分割 地 域 メ ッ シ ュ

名 称 作 成 方 法

2分 の1地 域 メ ッシュ

A－ ㎡

基準地域 メッシュを経線方
向および緯線方向に2等 分す
る。(第4図 参照)

4分 の1地 域 メッシ ュ

基準地域 メッシュを経線方
向および緯線方向に4等 分
する。(第5図 参照)

8斑 斑 地域メ。セユ
.・ ■

基準地域 メッシュを経線方
:向および緯線方向に8等 分す る
。(第6図 参照)

の1地 域 メッシュ(以 下,8分 の1地 域 メ ッシ ュとい

う)と し,そ の作成方法は,第1表 の とお りとす る。

{3}統 合 地域 メ ッシ ュ 統合地域 メッシ ュは,辺 の長 さ

が基 準地域 メ ッシ ュの2倍 の地域 メ ッシ ュ(以 下,2

倍 地 域 メ ッシュとい う),5倍 の地域 メ ッシ ュ(以 下

5倍 地域 メ ッシュとい う)お よび10倍 の 地域 メ ッシュ

(以 下,10倍 地 域 メッシュとい う)と し,そ の作成方

法は,..第2表 の とお りとす る。

第2表 統合地域メッシュ

名 称 作 成 方 法

2倍 地 域 メ ッシュ
第2次 地域区画を経線方向
および緯線方向に5等 分す
る。(第7図 参照)

5倍 地域 メッシ ュ
第2次 地域区画を経線方向
および緯線方向に2等 分す
る。(第8図 参照)

10倍 地 域 メッシ ュ 第2次 地域区画とする。
(第2図 参照)

〔4)地 域 メ ッシ ュコー ドの構成 基準地域 メッシ=,分

割地域 メ ッシ ュお よび統合地域 メ ッシュの コー ドは,

それぞれ次の とお りとする。

① 基 準地域 メシシ ュのコー ド

12345678

NN.NNNNNN

第1次 地域区画を
示す数字

10倍 地域メッシ:コ ー ド

(第2次 地域区画 を示す数字)

基準地域メッシュコード

(第3次 地域区画を示す数字)

② 分割地域メッシュのコτ ド

12345678

NNNNNNNN

準地域メッシュコード第3次 地域区画を示す't"

91011

NNN

地 域 メ ッ シ ュ コー ド)2分 の1地 域 メ ッ シ ュ コー'

( 同 上 )4分 の1地 域 メ ッ シnコ ーード.

(

一21一

同 上 )8の 地 域 メ ッ シxPU'・'ド

..一 丘"'.撒'
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(同.ヒ)2倍 地 域 メ ッ シ ュ コー ド

備考 「N」 は,0～9の アラビア数字1箇 を,「5」 はア

ラビア数字の5を,こ れらのものの上に付しtア ラビ

ア数字の小文字は,最 上位からのけた数を示す。

㈲ 地域メッシュコー ド

基準地域 メッシュコー ドは,次 に定める第1次 地域

区画,第2次 地域区画および第3次 地域区画を示す数

字をこの順に組み合わせたものとする。

① 第1次 地域区画を示す数字は,区 画の南端緯度を

1.5倍 して得 られる度数か ら100を 減 じて得 られる

2けtの 数字をこの順に組み合わせた4け たの数字

とする。

② 第2次 地域区画を示す数字は,第1次 地域区画を

経線方向に8等 分して得 られる各区画に,経 線方向

については南から,緯 線方向については西か ら,そ

れぞれ0か ら7ま での数字を付し,こ れを経線方向

に付した数字,緯 線方向に付した数字の順に組み合

わせた2け たの数字 とする。,

第2図10借 地域メッシュ(第2次 地域区画)

ては西か ら,そ れぞれ0か ら9ま での数字を付し,

これを経線方向に付した数字,緯 線方向に付した数

字の順に組み合わせたけたの数字 とする。

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

第3図 基準地域メッシュ(第3次 地域区画)

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99

80 81 82 83 84 85 86 87 88 89

70 71 72 73 74 75 76 77 78 79

60 61 62 63 64 65 66 67 68 69

50 51 52 53 54 55 56 57 58 59

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09
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(6}分 割 地域 メ ッシ ュ

コー ド 分割地域 メ

ッシ ュコー ドは,次

の とお りとす る。

①2分 の1地 域 メ

ッシュコー ドは,

基 準 地域 メッシ ュ

を経線方 向お よび

緯線 方向に2等 分

して得 られ る各 区

画に,南 西側,南

東側,北 西側 お よ

び北東側 の順 に'1'∴

か ら4ま での数字

を付 してそれぞ簸: ,、

の区騨 講 ゴ

とし・ζ酵 諜

第4図2分 の1地 域メッシュ
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第5図4分 の1地 域 メ ッシ ュ
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②4分 の1地 域 メ ッシ ュコー ドは,2分 の1地 域 メ

ッシ ュを経線方向お よび緯線方向に2等 分 して得 ら

れ る各 区画に,(1)と 同 じ方法に よ り付 しt数 字 を2

分 の1地 域 メッシ ュコー ドの次の加 えた10け たの数

字 とする。

③8分 の1地 域 メ

ッシ ュコー ドは,

4分 の1地 域 メッ

シュを経線方 向お

よび緯線方 向に2

等 分 して得 られる

各区画に,ω と同

じ方法 に よ り付 し

ts数 字 を4分 の1

地 域 メッシュコー

第6図8分 の1地 域メッシュ

基準地域メッシェ

例:8分 の1地 域メッシュコー ド

NNNNNNNN111

ドの次に加えtt11けtの 数字 とする。

{7}統 合地域メッシュコー ド 統合地域 メッシュコー ド

は,次 のとお りとする。

①2倍 地域メッシュコー ドは,当 該地域 メッシ=が

属する第1次 地域区画および第2次 地域区画を示す

数字をこの順に組み合わせナこ6け たの数字の次に,

当該第2次 地域区画を経線方向および緯線方向に5

等分 して得られる各区画に,経 線方向については南

第7図2倍 地域メッシュ
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か ら,緯 線方向については西か ら,そ れぞれO,2,

4,6お よび8の 数字を付し,こ れを経線方向に付

した数字,緯 線方向に付した数字の順に組み合わせ

た数字をそれぞれの区画を示す数字 として加え,そ

の次に数字の5を 加えtgけ たの数字 とする。

②5倍 地域メッシュコー ドは,当 該地域 メッシュが

属する第1次 地域区画および第2次 地域区画を示す

数字をこの順に組み合わせた6け たの数字の次に,

当該第2次 地域区画を経線方向および緯線方向に2

等分して得 られる各区画に,南 西側,南 東側,北 西

側および北東側の順に1か ら4ま での数字を付し,

それぞれの区画を示す数字 として加えた7け たの数

字 とする。

第8図5借 地域メッシュ

……

4

2

……潤

"-

.

3

-

.び

"
例:5倍 地 域 メ ッシュ コー・tド

NNNNNN1

③10倍 地域メッシ=コ ー ドは,当 該地域 メッシュの

属する第1次 地域区画および第2茨 地域区画を示す

数字 をこの順に組み合わせた6けtの 数字 とする。

(第2一図参照).i

{8}コ ー ドの一部の省略 地域 メッシュコー ドの使用に

当たっては,そ の一部である上位のけたを省略するこ

とができる。その際は,省 略されたコー ドが地域メッ

シュコー ドのどの位置に当たるかを明示する必要があ

る。

(相沢正雄 ・技術課)

一23一
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1海外 ニ ュー ス

IBMも 駆 逐 で きなか った

プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メrカ ■一一・・

プラグ ・コンパテ ィプル事業の定着

IBMが370シ リーズの戦 略の中心課題 と し た もの

は,結 果的 には対 プラグ ・コンパ ティブル作戦 だ った と

言 って も過言ではないだろ う。IBMは 全 米 エレク トロ

ニ クス企業ベ ス ト50(ElectronicNews紙 恒 例のサ ーベ

イ)に も入 っていない ほどの弱小の企業群 を追落 とそ う

と,イ ンタフ ェース設計の変更,長 期 固定 契約,高 性能

新製品の発表,値 下げな ど一連 の対策 を採 って きた。 こ

れに対 してPCM(プ ラグ ・コンパ テ ィブル ・メー カー)

は,単 にプラグ ・コンパ ティブル製品 を安価に供給す る

に とどま らず,新 発表の370コ ン ピュータの リース と抱

合 わせ にプラグ ・コンパテ ィブル周辺装置 を売込んで ゆ

くとい う,い わゆ るパ ッケージ ・リースや ア ドオン ・メ

モ リの付加に よる中古 コン ピュータの再生 とい った方策

まで考 え出 して,IBMに 執 よ うに食い下が ってい る。

資金的に も販売面 で も,時 にはIBMの 機 密情報 を コ ピ

ー して製品 を作 らね ばな らぬ ほどのカ もない周辺 装置 メ

ー カーが ,こ れほ どの生命力 を持 ち得 るのは,ひ とつに

はユーザーか らの根強 い支持が あるか らに他な らない。

これは全 体 としてプ ラグ ・コンパテ ィブル製品 の出荷が

増 加 してい ることや,次 に述べ るようにIBMが 次 々 と

繰 出す高性 能新 製品 に対抗す る製品を,致 命的な タイム

・ラグな しで発 表して きたバイ タリテ ィに も十分に うか

がえ る。'

ま た プラグ1・コンパ テ ィブル とい う事業 にとうて∫ そ

の存在 意義 を明確に規定 したのが,19973年9月 の 】[BMl

Telex独 禁 係争 である。 タルサの 連邦 地裁 で 出 された

IBMに 対 する独禁法違反判決}ま,原 則的 にプラグ ・コ

ンパテ ィブル ・ビジネスを満ヲミ下頂曝め させた ことにな
キ もニミ

る。 イ ミテPtシnン だ とか,横 ど り作i戦だ どか奮われて

盲

も,そ の存在価値が認 め られたわ けで ある。それは,周

辺機器 メーカーにプラグ ・コンパ テ ィプル製品をつ くら

せ るため,新 製品の ・fンタフェースを明 らかにせ よとし

たあの判決文 によ く表現 されてい る。 後に修 正 さ れ た

(73年11月)と はい うものの,判 決の基本 とな る判 断基

準 はプ ラグ ・コンパ テ ィブル ・ビジネスを支持 す るもの

であ り,そ れは この種の事業の拡大に理論 的保証 を与 え

た もの とい えるのではなかろ うか。

さて,今 後の プラグ ・コンパ テ ィプル ・ビジネスの発

展 を考 える場合,現 在 とられつつ あるい くつかの戦略 を

もう一度整理,検 討 してみ る必要が あろ う。

1973年 度 にみら れたプラグ ・コンパ チ・fブル ・メーカ

ーの事業拡大方策 ,経 営努力は,は っき りとい くつかの

カテゴ リーに分類 で きる。 それは,

㊨ テープ,デ ィスク,ア ドオ ン ・メモ リな ど単体 の製

品分野 で,IBM製 品 よ りも安 くかつ性能が 同等 もし

くはす ぐれてい る点をセールス ・ポイン トに し て 事

業を伸ば して ゆ こ う と す るもの(STC,Logicon,

StandardMemories,InformationControlな ど)。

⑮370シ リーーズの パ ッケージ ・リー ス方式を強力 に推

進 してゆ こうとしてい る もの くIte1,Telex,Ampex

な ど)。

⑥ ア ドオ ン ・メモ リ,DATな どを付加 する ことによ

り,360シ リーズの性能を充実 して再生 中古 コン ピュ

ータをね らってい るもの(こ れは370/155の 機 能強化

コンどr－ 夕 ・システ ム製 作の動 きも含 ん で お り,

GreybOundComputer,CHCS,CIGComputer

PmdWhSな ど)。

㊨CDCな ど大手 コン ピュータ ・メー カー(欧 州のC

1iな ど海外 メー カー も含 んで)む けにプ ラグ ・コン

パ ティプル製品 をOEMベ ー スで提供 してゆ こうとい

.鰍 蛙 ・声

■

滋詐_翁
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う もの(AMS,MemoryTechnologyな ど)。

360シ リーズを再生,改 修 して370な みの

性能に

これ らの方 式の うち⑮ のパ ッケージ ・リースについて

は,す でに1972年 ごろか らその アイデアが生か されて き

た ことで,と くに目新 しい ことではないが,昨 年 か ら今

年 にかけて注 目 されてい るのが◎の よ うなケースであろ

う。 この アイデアが一般に広 く知 られ るよ うにな ったの

は,1973年 のNCC(NationalComputerConference)

で あ る。従来のJCC(合 同 コンピュー タ会議,SJC

C,FJCCと して年2回 開催)に とってか わ っk第1

回NCCで,"フ ェニ ックス、 とい う名の一風変わ った

コン ピュー タ ・システムが紹介 され た。 これは リース会

社GreyhoundComputerが,360/30を モ デ ファイ

して,370/135お よ び370/145ク ラ スのユーザーに売 り

こも うとい うもの。つま り360モ デ ルを370モ デ ル と同

じくらいの レベルに引 き上げて,IBMの カス トマー ・

ベ ースを侵略 しよ うとい うわけである。

フ ェニ ックスはCHCS(ComputerHardwareCon-

sultants&Services)が 開 発 し た ア クセレータを内部

に組込み,こ れに ア ドオン ・メモ リをつけてい る。 デ ィ

スク ・ドラ・fブはCalComp製 品 で,ComputerCorp .

とい うソフ トウェア会社 がオペレーテ ィング ・ソフ トウ

ェアの開発にあた っている。 そして,メ ンテナンスは当

時の発表 では,第3者 メンテナンス会社 として知 られ る

Co皿ma社 とい うことで あった。 フェニ ックスは こ うし

た群小会社 による再生 コン ピュー タとして,ベ ンチマー

ク ・テス トをデモンス トレー シ ョンしたのであ る。

この よ うな360機 能強 化は,そ のまま370シ リーズ で

とり残 され たよ うな感が ある370/155,165に バ ーチ ュ

アル ・メモ リー機能をつ けるとい うや り方に も通 じてい

るが,業 界関係 者の中か らは この フ ェニ ックスの例にか

ぎ らずItel,AMSと い っtc他 の 例 も含めて,360機 能

強 化にはい くつか の問題 がまだ残 ってい るとの指摘 がな

されている0

370に しか で きな い仕事 を360コ ン ピュ…一夕で どうし

て こな す ことが で きるのか。言 うまで もな い ことだが,

370シ リ・・一ズは360に は ない数 々の機 能を持 ってい る。

一25一

それは次の ように要約で きよ う。

〉 インス トラクシ ョン ・セ ッ トの拡充(た だ し360の ほ

とん どのプ ログラムは370で 働 くことが で きる)。

[〉高性能 マス ・ス トレージ装置。つま り3340,3410と い

った高密度 で,よ り速 い トランス ファー ・レー トを持

つデ ィス クや テー プ装置で,こ れは段階的 にバ ージ ョ

ン ・ア ップされて きてい る。 とくに この点で注 目され

るべ きは3340と3330の 二=一 ・バージ ョンであろ う。

じ コ ミュニケーシ ョンズ ・インタフェース。 こ れ に つ

いては370シ リーズは360シ ステ ムよ りもさらに大 き

い機能 を持 つコ ミュニケー シ ョン装置 を有 してい る。

もちろ んIBMは 周 知のUと くオン ライン ・システム

装置の開発では王座 を占めるほどの実績はない。ただ

370で は 今後 メモリと同様,逐 次的に この分野での機

能強化がすすんでゆ くとみ られてい る。

〉高度な集積 回路技術 の投入。 これについてはIBMは

370シ リーズで,360に み られなか ったほ どの よ り迅

速 かつ コンパ ク トな コンポーネンツ製作能 力 を 示 し

た。 と くにエレ ク トロニ ック ・パ ーツで も,メ モリに

ついて言えば,IBMは 明 らかにIC生 産技術での リ

ーダー とみ られ てい る
。

1>バ ー チュアル ・メモ リ機能。

360シ リーズの機 能強 化 とい うことでは,上 記の よ う

な370シ リーーズの特 徴がそのまま目標 に されるだろ う。

370シ リーズでのイ ンス トラクシ ョン用 マイク ロコー

ド,大 容量ア ドオ ン ・メモ リ,高 性能 デ ィスク装置,ミ

ニ ・コン ピュータをペースにしたフ ロン トエン ド・プロ

セッサ,DATボ ッ クスな どが それである。

これ ら機 能の強化 アプ ローチは,第1表 に示 す ように
　

360モ デル の うち360/30,40ク ラスに集 中している。

次 に各 アプロー チの 項 目 につ いて その 現状 をみてみ る

と,次 の よ うな ことが言える灯ろ う。

>370イ ン ス トラクシ ョン用 マイ クロコー ドは,CHC

Sが 提 供 してい る。 これはtと えば360/30ユ ー ザー

に対 しては,同 社の開発 したマイ クロコー ドによ って

370ユ ー ザーが使 ってい るイ ンス トラクシ ョンが利用

で きるよ うにな ってい る。 もちろん他360シ リーズの

モデルについて も同様の マイクロコー ドが用意 されて

いる。

、

、
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第1表360フ ァミリー各モデルにみる機能強化アプローチ

＼ 対象

麟 ＼が で モデル30モ デル40モ デノレ50モ デル65
× ×

メ モ リの 付加.

高性能ディス
ク装置の付加

× ×

闇§蓬)麟蓬)
× × × ×

EDOSの 使
用

× ×

ス プ ー ラーの

使 用
× ×

アクセレ一夕

機能の付加
×

一}

ト

ー 一

」

1.
注)× 機能強化

じ大容量 メイ ン ・メモ リについ ては,ア ドオ ン ・メモ リ

・メー カーに よっていつで も利用で きる状況 にあ る。

Itel社 な どの努力 に よって,IBMか らの メンテナ ン

ス ・サー ビス も受け ることが で きるよ うに な っ て き

た。 これについては後に述べ る ところで ある。

じIBMプ ラ グ ・コンパテ ィプル ・デ ィスクについては

Ite1,Telexな どの メPtカ ー が,デ ィスクにアクセス

す るための ソフ トウ ェア とともに各種の装置を市場化

してい る。 これについては後 に述べ る こと とす るが,

た だ これまでの ところ360シ リーズの場合,下 位 モデ

ルの中古 マシンを望むユーザーな どに つい ては,と く

に大 きなディス クは必要ない とい う見方があ るよ うだ。

じ ミニ ・コン ピュータをベ ースにしたフ ロン ト・エン ド

につい ては,い くつかの メーカーが360な い し370に

イ ンタフ ェー ス す る コ ミュニケーシ ョンズ ・コン ト

ロー ラを 提 供 し てい る。 これ らの システムは,IB

Mの フ ロン ト・エン ドの ミニチ ュアで,コ ン トロー ラ

はIBM製 の もの よ りも値段が安 く,機 能 もす ぐれ

てい るとい う評価がな されている。 メーカーの数は,

この分野ではす でに40社 ちか くを数 えるほどの盛況A'

りで,こ の中にはIBMO70X,370Xむ けの フ ロン

ト・エ ン ド・システムを発表 しているDataserv(770)

GTEInforma磁)nSystemsのIS!1101,11Cl2,Jnter-

dataの270XMS-5 、な 荏多彩な製品群 が用意 され

て い る ・ … い ・・ 、_三 一 ・一

じこの他アクセレ一夕と唾興 鱒 聯 騒 ピステム・

グ レ ー ド'ア ・ プ も あ る ・'・ ・ta＼ 寿'∫

〉また話題のDATボ ックスは,370で の バーチ ュアル

・ス トレージの ための ペー ジング機 能を遂行す るもの

であるが,IBM以 外 の企業で,は た してDATボ ッ

クスが つ くられ るか とい うのが話題 とな っていナこ。製

作 に入 った とい うアナウンスを した企業は,た しかに

数社 あるが,こ れを市場化 してい ると ころは どこ もな

い。魅力的 なテーマでは あるが,も うか らないだろ う

とい うのが最大 の理 由で あるしい。また小規模な370

シ リーズの下位 モデルでは とくにバーチ ュアル ・ス ト

レージの良 さ も発揮 で きない ことも理 由の ひとつで あ

る。

ただ,昨 年 コンピュー タ ・り一ス 協 会(Computer

LessorsAssn.)に よ り委託 され,DATに つ いての レ

rf・一 トを出 したCompata社 に よれば,シ ステム360

の い くつかの モデルを対象 に したDAT開 発 には,リ

ース協会 として支援を与 え るべ きではないか。 また も

し適切な ページング装置 を利用す るこ とがで きれば,

VS機 能 を付加 した360モ デルの パフ ォー マンスは ド

ラマテ ィックに改良 され るだろ うと述べてい る。

プラグ ・=1ンパテ ィプル製品市場化の現状

1973年 度 の プラグ ・コンパ ティブル ・メー カ一-OCつ い

ては,独i禁 法でIBMを 相 手に戦 ったTelexを 除 けば,

STC(StorageTechnology社)の 動 きが とくに印象的

である。

IBMが3420MTを 発 表 した とき,ま た その後の

3330一 皿 を出 した と き,プ ラグ ・ロンパ テ ィブル ・メー

カーは これに対抗 した ものを出 してゆけるか どうか危ぶ

まれて きたのであ る。 しか し結 果的 にSTCは,Telex

と と もに6,520bpiの3420リ プ レーース製品 を,IBMの 発

表後 わずか1週 間で アtウ ンスに こぎつけている。 さら

に3330一 亙(IC醜ERG)}Cつ い ては,こ れを性能 的に は

るかに上 まわる.パワー...・ア ップ ・マ シン8000シ リーズを

、スぷ沢 一済鞄 ズ:久 の名前 を付 けて発表 してい る
。

プラダぴコンパテ ィブル'、テープお よびデ βス クに関 し

ては,STCが73年 度 でみる限 り技術的に業界を リー ド

し胞稔,之績 疑いのない とζろであろ う。8000シ リーズは

記瞭 能 力だ けとづ:ても1〈IEBERGの4倍 とみ られ℃ お り

さあ嶋 の点で℃.8億 バイ ト:・シス テムを基準 とし

妙.

■
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第2表 コンパティブル ・ディスクの独立系提供業者

企 業 名 IBM360・/370つ コ ンパ テ ィプル
IBM1130

MAINFRAMES

2311 2314

2314

DOuble

Density 3330

3330

Double

Density

Ampex 一 一 DS-314 DS-324 DS-330 一 一 一 －

California

Computer

Products

CD1 CDユ2/14

CD22/14

1015A 1030 1030DD DS12

2314

ごe西cement

CIG

Co叩uter

Products

一 一 一 一 一 一 CIG6730 一 一 一 一

,

Computer

Hardware
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

CHI1114

2314

replacement

Control

Data
一 一 23141 23124 33301

OEM・oロly

todate

一 －

International

Peripherals

Computer

一 一 一 一 一 一

`

IPC6730

(controller)
一 一 一 一

　

International

Systems
1

0rganization

一 一

1

一 一 一 一

.

一 一 一 一 一 －

Ite1 一 一 一
3100/3101

3200/3101
,

7830/7330 一 一 一 一

、

Logicon 一 一

.

一 一 一 一

.

一 一 一 一

LPS/DD

2314

replacement

Memorex
620

630
3660 一 一 3760 一 一

3610

2314

replaCement

Mohawk

Data

Sciences

MDS2500 MDS2800 MDS2900
MDS

8830/8330
一 一

◎
一 一

4

Potter

Instr唄ent
DD4311

DD4314/

DC5314

一 一
Db4330

(drive。nly)

一 一 一 －

Storage

Technology
一 一

1

一 一 一 一
STC

3835/3335

STC
ト

8000・

一 －

Tele61e

Computer

Pm4㏄ts

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 －

Telex

C。mputer

Proaucts

5311 5314 5600 6300 一 一 一 一

(ソース,モ ダー シ ・デー タ)
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て,バ イ トあtり 月 間レンタル料 を比べて もIBMの 約

2/3であ り,12億A:dト ・システムで1まなん と半分 ちか く

の安 さとな っ'てU')る。8000シ リーズは,き わめて軽Vl高

性 能 リー ド/ラ イ ト・ヘヲード予有 ・じヲーデ ィス ク・ド・ライブ

の編成に も新 しい アイデ アが盛 りこまれてい る。IBM、

は 少な くと も公 式には現在 にいたるまで,こ の8000シ リ

ーズの登場には沈黙 を守 ったままで ある。.Telex社 の 例

にみ られ るIBM機 密 情報盗用の事実か ら,プ ラグ ・コ

ンパテ ィブル ・メー カーは,独 自の強力 な設 計能力 を持

iぬ のではないか とさえ言われていtitCrり,STC,A

MSと い っだ実力企業が現われて きiこ とは注 目に価 す

る もの とい えよ うδ・一 ー ー一 … 一・ 一 … ・ 一

さて次に プラグ ・コンパテ ィブル磁気 テープ,デ ィス

クお よびア ドオ ン ・メイン ・メモ リの各製品分野におい

て,ど の よ うな専 門企業 が どれく らいの種類 を市場化 し

てい るのかを紹介 したいδ'・ 一 一 ー

デ ィスク ・.ドライブ..

3311と か2314と しジ た古 い タイプ の製品は現在で もコ

ンパ テ ィプル ・ビジネスの対象 とな ってい る。 これ らは

次第に3330に リプレース されつ つあるが,一 方では価格

の著 しい 値下が りがユニザニを葛丁きう げてい る。 とb…'

分 野での競争 .eまL主2bxレ な が ら3340と3330一 皿で,、 とく

に3330一 丑 は各デ ィクスにつ き トラックの数 を倍に し,

各 パ ックφス トーレ ッジ ・キ ャパシテ ィを倍 に したので

る。 これによ ってシングル ・リール ・テープ上 に記録 さ

れる情報の量はお よそ3倍}ζ 室 っ,たので ある。 この高密

.度化に よって テー プ ・ハ ン ドリング ・タゴ ムの削減,テ

ーープ ・ライ」ブラ リー≒取扱 七珍 簡易化が はか れてい るわけ

だ。

しか しこの ような高性能装置 に もかかわ らず,発 表後

わずか数 日にしてプ.ラグ ・.ニンパ テ.イブル ・メー カーに

追 いつがれたCSTCが6420シ リーズ を出 したのは1973

年4月 の ことで,同 性能,低 価格がユーザーの関心 を集

めた。

一
ア ドオ ン 三'メモ リ … 一

一… ごの こセ ば独禁法係争 資料か らも 明 らか にな つている

.一一_こ とだが,360フ ァ ミリーの己 れ それの モデルについて,

_メ モ リ三陸.」 蔓延が法 度エじるのは塗し て技術的観点

か らそ うしてしs.るの で は なくて,む しろマーケテ ィン

'ゲ土の配慮か ら勝手 に決 めでe+る の だ とい う こ と で あ

.るo.._;、_.一
タ ロ ロ ロ

っま旦工具越と」し∫ は,た .とILば36g/40の1子 三ザー

で,メ モ リを256K以 上 に拡大す る場合ばs'"必 然 的に モ

デル50に グ レー ド・アップせ ざるを得ず,ζ のために不

－me済を余儀なて著れ るの である6一しかt7苓 や;専Fiヌ ・一

カーに よるア ドオン ・:メモ リの提供に よってIBMの き

めた容量規制(と くに360シ リーズでは)を だいたい2

倍 ぐらいに拡張 で きるよ うにな ったのであ る。"…ゴ伊㌧
1

あるCし かしICEBERGの 呼称を持つと万デる天グ蓑置 …"一'BMEVて ぽrす で1τこれ才 でみて昔 了うπ;メ

の リプ レース 用マシンは,た ちま ちCalComp,STC,

CDC.に よ り発表さ」れる.と.乙う とな った。一.これ ちの状 況

は次の第2表 に示 す とお りで ある。

磁気 テープ.ド ライブ 　 "

ってい る。・すな わち,パ フォー マンス も劣 るが価格 も安

い3410/3411ブ ナ ミーリニを一方では販売t7『 六 「あ=一'

方 では高性能 だが価格の高い3420フ ァ ミリーを積極的に

販観 ているの随 一 一 に;

3420磁 気テpaプ装置は ㏄R(G暫o如C品 品R㏄oξd-
一 ・ ・一…-1

..}・

ing)と いう高度な記録技術を採用しでいるシステム寸あ

るS'と れた'ま;ぞ 標津 硲%イ ンチ『◆コン ピュニ ダC亨 二'

プで,1イ ン チ6,250バ イ トの コーデaン グが可能 とな

…一モ リ部分では大 きな利益設定を行なってお り:,.ζのたあ

.-37Qシ リrズ では積極的一7S－防衛飽 ζ互」麺_ま ず370

の主記憶の単位.あた りコス トをダウンさせたニコアから

半導体への輸 液 率 噛 三熱 のである・'さちに

,三二灘頸『三業㌶漂㌶ 二1ご㌫ ㌶遥 遥霊 鑑烈 ン.
き

一 口テ ィ プ ル ・メー一"カ ー}声37(〉 ・S・t・リー ズ で も次 々'と プ 『ドォ

ぐ ヘ

ン綱 磁 ・灘 鱗 す灘 齢 完π て情 ㌫'
:

ヒ

ー ・・1"一 『'… ・ 〈鈴 木茂 樹 ㌔雛 課N

ラダ;≡『百 『ヂ=}ラ元レ:←三二勇r政 策':

や 脇M/Tc裡 独禁法係争]o～詳細については,当 財団発r

行の『海外の権衡聖業」(49年3月 刊行予定)を,さ 友ぜ

ヲヲグ コン培 ㌶ヲ)帰 齢 形悪 言鯉 壷主 『'「勤 め'
し ロ 　 ロ ロ 　 コ ン

情報産業」46-ROO7,47年3月 発行)を ご参照 ください。

・一 蹴 一 .

・罐
、言翻

ぷ
鑛
ぷ
.癒 な≧㍉'<

●

:i
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ドウェアにはこの動作をシ ミュレー トする機能(ス クロ

TSS用 端 末 装 置 一ル機能)が ないナこめ,シ ステム(プ ログラム)側では,

現在サービスしている端末はタイプライタ型かディスプ

データ通信のための公衆通信回線網 の 開放 にともな レイ型かを識別し,異 なるサービス手続 きを行なわなけ

い,わ が国の商用 タ・fムシェアリング ・サービスが本格 ればならない。 このようにタイプライタ型とディスプレ

化してきた。 イ型 とでは完全な互換性がないため,国 産のディスプレ

当財団では,発 足以来,シ ステムの作成,利 用,提 供 イ装置は簡単にはTSS用 端末装置として使えないのが

の各種の体験を経て きたが,そ れらを通 じて感 じた点を 現状である。

端末機に主眼を置いて述べ る。 一方,米 国の端末は両者が完全に互換性があ り,タ イ

使用したシステムは,次 のシステムである。 プライ多型にないディスプレイ型特有の機能を使 う場合

FACOM230-50TSS,NEACMACシ ステム,は,制 御文字を使用している。

FACOM230-60TSS,電 電公社DEMOS,情 報交換用標準符号規定 としては,ISO/R646-1967

日本IBMCALL,電 通 ・GEMARK－ 五,(6単 位符号及 び7単 位符号),JISC6220-1969(7単

日本電子計算JIP-TSS位 符号及 び8単 位符号)な どがあり,各 種文字 とそれに

タイムシェアリング ・システム全般において端末機に 対応 したピット組合せ,す なわち文字符号が規定 されて

対する比重は非常に大 きいにもかかわらず,概 して,端 いる。しかし,多 くの端末機では,標準化されていない文

末機そのものの研究開発がお くれていたのは世界的な傾`字 使用がな されている。 とくに制御文字用法 と符号の拡

向であった。しかし,最 近はこの分野の発展は目ざまし 張法が異なってお り,この方面でめ標準化が必要である。

く,48年6月,米 国商務省の主催で行なわれtUSデ ー 端末の補助入出力装置として紙テープまたはカセット

タ伝送 ・入出力装置展で周辺端末機技術の粋を集めた新 磁気テープ装置な どが付しているものが多い。補助装置

製品など100数 機種が出品されていt。 わが国では計算 を制御する,た とえば,装 置の"オ ン","オ ブ'を 制

機メーカーは自社の端末機のみしか接続を認めて(サ ボ 御する装置制御(DeviceControl)文 字 としてDC1,

一 トして)お らず,独 立の端末機メーカーが育成 されなDC2,DC3,DC4な どがある。 国産 のTSSで は,

いこともあり,米 国との端末機技術格差が著しい。 殆んどこの装置制御文字をサポー トしておらず,装 置の

現在,TSS用 端末機 としては,タ イプライタ型端末 オン・オフ をマニュアルで操作 しなけれ ばな らない。

(イ ンパ ク ト・プ リンタ,サ ー マル ・プリンタ),壺RO/MARK-∬ で は,プ ログ ラムの入力要求に対 して端
トぷ 　

ソ

Tキ ャラクタ ・ディスプレイおよびグラフィック・ヂィ 末罵"?"つ づいて"DC1"を 送る。これは,シ ステ
㌣'楡`ン

スプレイな どが使用可能である。 ムが端末に付ている例えば紙テープ読取装置を起動 させ

しかし,わ が国のTSSで 使用されている端末の殆ん る。これによって紙テープ入力が開始される。紙テープ

どがタイプライタ型の ものに限定されている。これは披 読取装置の停止は,紙 テープ上にさん孔 された"DC3"

術的な問題ではな く,互 換性 と標準化の問題であると思 が検出された時である。

われる。例えば国産のキャラクタ・ディスプレ4装 置な このように国産の端末機(TSSも 含む)と 米国のぞ

どではタイプライタ型端末 とは異なる伝送制御手順を採 れを比較すると,見 た目にはわずかな違いしかないが,

用している。タイプライタではハン ドル操作によって簡 実際に使ってみると操作性などかな りの技術格差が感じ

単に紙お くりができるが,デ ィスプレイ画面管理のバー られる。(鍛 治勝三 ・開発課)
句

・-29一



11PI)ECジ ャー ナ ル

JIPDECだ よ
(ジ プデック)

り

〔定例 理事会 開催 〕

当財団定例理事会を次により開催す る。

期 日 昭和49年3月15日(金)

議 題 昭和49年 度事業および収支予算について

〔CPL1購 演 会 〕

フランスの大手 ソフ トウェア会社 であ るCAP(Cen-

tred'AnalyseetdeProgrammation)の 開 発 したシス

テム記述言語CPL1シ ス テムの紹介 を駐 日フ ランス大

使館後援の もとに次に よ り講演会 を開催 す る。

期 日 昭和49年3月19日(火)9:30～16:30

会 場 機 械振興会館6階67号 室

(東 京都港区芝公 園3--5-一 一8)

聴 講 料i名10,000円(昼 食費含む)

講 師J.P.Figer氏:ソ フ トウェアマネ・…一ジャー

P.Dreyfus氏:CAPヨ ・一ーロ ッパ社長

申込,問 合先 当財 団総務部調査課(内 線286)

〔情 報処 理 に関 す る調査 研 究発表 会 の開催 〕

当財団では,昭 和48年 度事業 として実施しiue報 処理

に関する調査研究の成果について次により発表会を開催

する。

期 日 昭和49年6月19日(水)20日(木)21日(金)

会 場 機械振興会館(東 京都港区芝公園3-5--8)

内 容 昭綱 鴎 業成果について ●

申込,問 合先 当財団総務部調査課(内 線538)

・ド

/.
`.、1-L・ 、L':'・ ・;

一一 謬 卜一

:蕪;妻織 議 鑛 晶漣.ぷ ・

,
.舗
』

遡'・
,パ
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報 告 書 一 覧 表

当財団が,昭 和47年 度 事業 として,実 施いたしました各事業の成果報告書が完成しまし

たので,ご 入用の方には実費頒布いたしますのでご利用下さい。なお,入 手ご希 望 の 方
は,当 財団庶務課(内 線470)ま で,ご 連絡下 さい。

'

日本語情報処理の技術動向調査報告書

経営情報調査報告書(V)一 食品工業,都 市ガス事業一

海外の情報産業 一米国のコンピュータサービス産業の動向一

システム評価方式の調査報告書

総合貿易情報システム調査報告書一システム化の方向 とその課題一

複合NIS形 成に関する調査研究報告書

ソフ トウェアの評価に関する調査報告書

海外情報処理の現状と展望一フランス・西 ドイツ・米国一

ソフ トウェアに関する調査研究

米国の州および地方自治体における情報処理の実態

階層構造の情報処理システム

コンパイラ・ジェネレータの開発

遠隔情報処理システムの応用実験

オンラインシ ミュレーシ。ン言語SIMBOLの 評価

汎用グラフィック言語の開発 一ディスプレイシステムの研究開発一

インタラクティブ学習システムの開発 一遠隔情報処理システムの研究開発一

情報処理教育に関する調査報告書

分 類 番 号

47-ROO1

47-ROO2

47-ROO3

47-ROO4

47-ROO5

47-ROO6

47-ROO7

47-ROO8

47-ROO9

47-R101

47-SOO1

47-SOO2

47-SOO3

47-SOO4

47-SOO5

47-SOOS

47-EOO1

当 財 団 の 活 動 等 に つ い て の 問 合 先

当財団の活動について詳 しくお知 りにな りたい場合は,下 記あて ご連絡 くだ さい。

電話 東京(03)434-8211(大 代表)

当財団庶務的事項全般については

当財 団の事業 内容 については

各種調査 については

総務部庶務課(内 線470)

総務部企画課(内 線477)

システムの調査研究 については

システム及びプ ログ ラムの研究開発 については・

情報処理に関するコンサルテ ィングについては

ソフ トウェアの利用については

情報処理教育については

情報処理に関す る各種標準化については

情報処理シンポジウムの内容については

報告書等各種出版物の入手については

総務部調査課(内 線286)

技術部研究課(内 線478)

・・…開発本部 システム課又は開発課(内 線215)

開発本部管理課(内 線529)

開発本部 サ一-tfス課(内 線306)

技術部教育課(内 線475)

技術部技術課(内 線536)

総務部調査課(内 線538)

総務部庶務課(内 線47σ)
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獣 日本情報処理開発センター
東京都港区 芝公園3丁 目5番8号 機械振興 会館 内(〒105)

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)


